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一般選抜 出題傾向／対策・出題のねらい

〈出題傾向〉
（現代文）
　二〇〇〇～三五〇〇字程度の文章が出題されており、二五〇〇
字程度の比較的短めの文章が多い。二〇二三年度の出題文は、一
作品を除いて評論文だった。出題文のテーマは、歴史・哲学・文
学に関するものなどで、一九六〇～二〇二〇年代に書かれた文章
が使われている。出題文は論理的な読解力を求める内容だが、難
解なものはない。
　個々の設問内容に関して、漢字問題は例年必出で、書き取りだ
けでなく、読み取りが出題される場合もあり、いずれの日程にお
いても、六～八問ほど出題されている。大半の日程では、語句の
意味を問う問題も出題され、単語・熟語・慣用表現について問わ
れている。特に難解な語句は問われていないが、誤用されやすい
表現が問われることもあり、選択肢の中から正確な意味を選ぶ力
が必要である。また、接続語・語句・脱落文を空欄に補充する問
題など、本文の文脈、論理を精緻に読み取らせる問題が多く出題
された。
　さらに、傍線部の意味・内容を問う問題が全ての日程で出題さ
れている。また、傍線部における筆者の心情や考えを問う問題や
本文との内容合致を問う問題など、本文全体の正確な内容の把握
が要求される問題も出題される傾向にある。こうした本文全体の
把握が必要とされる問題は、設問同士が同内容の対比であったり、
一つの設問で問われた筆者の主張が他の設問でさらに発展的に問
われたりする場合があり、一つの設問の間違いが他の設問に波及
して、得点を大きく落とす可能性があるので、注意したい。
　また、二〇二三年度は、単語や語句の抜き出し問題の出題はな
かった。文章で解答する記述問題は、二〇二一年度・二〇二二年
度に引き続き、二〇二三年度も出題がなかった。
　その他、文学史の問題が二〇二三年度では二日程で出題された。
（古文）
　二〇二一年度は、江戸時代の怪談集『百物語』、室町時代の物語
集『御伽草子』の「磯崎」、江戸時代の俳人・栗田樗堂の俳文「月夜
さうし」、平安時代の長編物語『源氏物語』から出題された。また、
二〇二二年度は、平安時代の長編物語『源氏物語』、江戸時代中期
の軍記物語『前々太平記』、江戸時代後期の『亮々草紙』、平安時代
末期の成立とされる説話集『唐物語』から出題された。両年度とも
に、受験生にとってあまり馴染みのない作品からの出題が多く見
られた。
　二〇二三年度は、平安時代の長編物語『源氏物語』、江戸時代の
仮名草子『女郎花物語』、江戸時代の歌集『としなみ草』、平安時代
の説話集『今昔物語集』から出題されており、過年度よりは著名な
作品からの出題が増えたものの、あまり知名度の高くない古典か
らの出題もあった。
　本文量については、二〇二二年度は、前期Ａ方式両日程が
一一〇〇～一三〇〇字程度、前期Ｂ方式・後期が一一六〇～
一六〇〇字程度であったが、二〇二三年度は、前期Ａ方式・Ｂ方
式が九〇〇～一二〇〇字程度であり、後期が一七〇〇字程度で
あった。二〇二二年度は三日程で和歌を含む文章から出題された
が、二〇二三年度で和歌を含む文章から出題されたのは、前期Ｂ
方式のみであった。設問数は、二〇二一年度・二〇二二年度と大
きな違いはなく、七～十二問であった。設問内容は、現代語訳、
動作の主語、敬語の種類と敬意の方向、傍線部の内容説明、空欄
補充、内容合致などの読解力を測定する設問を中心に、古語の意
味、用言・助動詞の文法的知識を問う設問もほとんどの日程で出
題されている。また、文学史などの基本的な知識を問う設問も出
題されている。
　総じて、本文と設問のバランスのとれた出題内容であり、バラ

エティーに富んだ設問構成である。解答するにあたって、余裕が
ある試験時間とは言えないので、時間配分には十分注意したい。

〈学習対策〉
（現代文）
　上記の傾向分析からうかがえるように、本文の部分的理解だけ
でなく、本文全体の内容が把握できているかも問われるのが本試
験の特徴である。出題形式に惑わされず、大学側が受験生に求め
ている学力は、国語力の基盤である「語彙力」と、それを基にした
「読解力」であることを押さえておこう。
　まず、漢字問題の出題数が多く、必ず出題されるため、日々の
学習の中で漢字の書き取り・読み取りの訓練を行う習慣をつけよ
う。漢字問題の中で意味のわからない語句に出会ったときに、す
ぐに意味を調べてその言葉を自分のものにできるように、常に手
元に辞書を用意しておこう。漢字を使いこなすことができるよう
になるためには、単に「書ける・読める」だけでは不十分で、意味
を把握しておく必要がある。また、慣用表現についても、文章の
中で、意味のわからないものに出会ったら、必ず辞書を引いて正
しい意味を確認しておこう。このように、「調べて覚える」学習姿
勢を意識的に確立することが大切である。こうして語彙力を身に
つけておくと、語句の空欄補充問題を解く際に役立つだろう。
　次に、文章の「読解」では、本文中の論理関係を把握するために、
接続語・指示語・構文などの文法を理解しておくことが基本とな
る。基礎的な問題集や過去問の文章を使って、接続語や指示語に
よって、文と文、あるいは段落と段落がどのような関係になって
いるかを意識しながら読む練習を行おう。こうした学習を積み重
ねて、文脈を把握する力をつけることができる。　
　また、問題を解く際、傍線部が本文のどの部分と関連している
のか、あるいは、選択肢のどの部分が本文のどこと関連している
のかなど、文章と文章の対応関係を常に意識し、それを手がかり
にして問題を解いていくことを意識しよう。
（古文）
　有名でない出典からも出題されることがあるため、古文を正確
に読解する力が必要である。また、古語・文法の知識や古典常識
などをある程度インプットしておかないと、古文の読解は難しい。
普段の学習が重要である。
　二〇二一年度・二〇二二年度に引き続き、二〇二三年度も和歌に
関する設問があった。その対策のため、和歌の読解に不可欠な縁語・
枕詞・掛詞などの修辞を、しっかり理解しておこう。また、本文中
に引用されている作品や和歌に関連する文学史の問題が出題される
こともある。日頃から主要な作品や和歌については、概要を暗記し
ておくことが望ましい。国語便覧などを手元に置いて活用しよう。
●正確な読解力養成のために
①古語の理解…動詞・形容詞などの用言は、助動詞と組み合わせ
て現れた場合でもすぐに意味が把握できるようにしよう。また、
古語を学習するときは、「現代と意味の異なる語」と「複数の意
味を持つ語」の二種類に特に注意する。現代と意味の異なる語
については、辞書の意味を確実に暗記しておくことが必須であ
る。複数の意味を持つ語が出題されるときは、文脈に適した意
味を選んで答える力が求められる。辞書の意味を丸暗記するの
ではなく、語の中心的な意味や由来を理解しておき、文脈に応
じて判断できるようにしておこう。
②文法的知識の定着…助動詞や助詞の用法、意味・用法の識別な
どは必出なので、こうした問題で失点しないように、しっかり
学習をしておきたい。まず、古典文法の問題集を一冊解いて理
解が不十分な苦手分野を明らかにしよう。そして、苦手分野の
知識を繰り返し復習して、得点源に変えよう。

国　語
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〈出題のねらい〉
　前期Ａ方式（ 1 /29・30）・前期Ｂ方式・後期、いずれも国語の
基礎学力を試す問題です。解答方法に記述式はありません。
　現代文では、漢字問題（文脈に合致する語彙として適切な漢字
を問うもの、読み方を問うもの）や、語句問題（文脈に合致する適
切な接続詞や漢字熟語などを問うもの、語句の意味を問うもの）
など、基本的な語彙力を試す問題を多く出しています。これは、
様々なテーマや文体の文章に接するなど、日頃から言葉に関する
感覚を磨いているかどうかを重視しているということです。
　それとともに、これらの問題の多くは、単に語彙についての知
識を持っていれば解答できるというものではなく、漢字や語句の
置かれている文脈を正確に読み取り、文脈に即したものを選べる
かどうかを試しています。文脈を正確に把握する力は、大学入学
後に各学部・学科で学ぶ上でも、また、あらゆる場で他者とコミュ
ニケーションを取る上でも必要になる基礎学力です。それゆえ、
文脈把握力（読解力）は特に比重を大きくしています。限られた時
間の中で瞬時に判断して解答できるように、語彙力を身に付ける
ことに加えて、文と文との関係や、段落相互の関係、呼応してい
る言葉などを、意識的に把握しながら文章を読む癖を付けておく
ことが肝要です。
　古文でも、文法、重要古語、文学史、古典常識などの基礎知識
を問う問題を多く出しています。そうした知識を身に付けること
は、教養を高め、日本文化を理解する基盤になります。どの学部・
学科を受験するにしても、現代のような国際化社会においては、
語学力を身に付けるだけでなく、足元の日本文化について語るこ
とができるように、より一層、理解を深めておく必要があるでしょ
う。近現代の主要な作家・作品についての知識も、日本文化の理
解に含まれます。現代文の問題でも文学史を出題する所以です。
なお基礎知識をまとめたものとして、国語便覧や、「国語総合」「言
語文化」の教科書の口絵や付録の図表・年表なども活用してくだ
さい。
　さてこれらの基礎知識は、文脈を把握し、内容を理解するため
にも不可欠です。古文は現代語に訳して終わりというものではあ
りません。現代文と同様に、何がどう書かれているのかを理解す
る必要があります。そこには、現代文に優るとも劣らない多様な
世界があります。受験生の皆さんの理解を促すために、内容的に
も興味を持てるような文章を問題文として選ぶことに努めてきま
した。
　以下、正答率の低かった箇所を中心に、少し具体的に説明しま
す。

前期Ａ方式（ 1月29日）
　一の現代文は、「世間」と「社会」という言葉の違い、日本の「個人」
と欧米のそれとの違いを論じた文章です。設問ごとの正答率は非
常に高いか低いかのいずれかに分かれました。主に語彙力に関わ
る問い（問一から問四）のうち10％余と低かったのは、まず問二の
Ｅ「シダン」の漢字で、過半数が⑤の「肉弾戦」ではなく③の「談判」
を選びました。「指弾」という熟語や、漢字「弾」の「はじく」や「弾丸」
という複数の意味を知っていることを求めています。問三のⅰ「あ
たかも」も聞き慣れない語だったのかもしれませんが、直後の「～
かのようなゲンソウ（正答率98％）が生まれた」の部分から、「まる
で」と同じく③の類似の表現だとわかったはずです。なお、問五
⑤の「葛藤」、問六⑤の「扇動」など、選択肢の内容を理解する際に
も語彙力が必要であることは言うまでもありません。問四は、選
択肢の漢字熟語自体でやや難しいのは「席巻」くらいでしょう。し
かし 2問は正答率が一桁でした。空欄いに入れる語を過半数の人
が「①具象化」としたのは、「顕在化」に近い面があるからでしょう
が、直前の「世間について論じた人がいない」や冒頭の文などから

わかるように、筆者は取り上げられてこなかったことを問題視し
ているので、「③対象化」が正解です。ははほとんどの人が「⑤従順」
か「①敏感」を選びました。筆者は、欧米の意味の個人が生まれて
いないうちに流通し日本の実状に合わない「社会」の語を使う「学
者や新聞人」と、あまり使わず相変わらず日常会話で「世間」の語
を使い続けてきた「一般の人々」を対比して、後者を「鈍感ではな
かった」と評価しているのです。換言すると、「学者や新聞人」に
当てはまる語を選べばよかったのです。問七の読解問題も、半数
近くが⑤を選んでいましたが、現状認識の見直しが繰り返し述べ
られていることや、「ここ」という語を重視すれば、①になります。
　二の古文は、『源氏物語』野分巻の一節です。長篇物語ですが、
説明文があるので、場面を理解した上で解答できたと思われます。
ただし『源氏物語』は生涯に亘って愛読される古典の代表格ですか
ら、入試対策以外の意味でも、粗筋や基本的な人間関係について
予備知識を持っておくとよいでしょう。問一は古文重要単語の知
識があれば正解できたはずですが、ｃの「うるはしく」の意味を多
くの人が現代語と同じ「⑤美麗で」としていました。「①きちょう
めんで」の意味を覚えておくことに加えて、続く傍線部エの意味
を問う問八（正答率 8割以上）の選択肢がヒントになります。なお
夕霧の人物像を知っていればさらに容易でした。語彙ではほかに、
問三の敬意の対象の問題でⅰやⅲの正答率が低いのですが、話者
の誤解、あるいは「まかづ」「～きこゆ」の理解が不十分だったこ
とが原因でしょうか。これらは敬語の基本です。文法の要点（問二）、
主要な陳述（呼応）副詞（問四）、古典常識（問五）、語彙の知識と文
脈理解に基づく内容理解の問題（問六、問八、問九）の解答は順当
でした。その中で若干正答率の低い問六のキは、説明文の「懸念」
もヒントになっています。問七の正答率が一桁だったのは、直前
の「騒がしげにはべるめるを」に引かれて⑤「騒々しい」を選んだの
でしょうが、後の「騒がしき野分」などからも、この場面での「騒
がし」が台風による慌ただしさとわかります。文章全体を踏まえ
て解答しましょう。

前期Ａ方式（ 1月30日）
　一の現代文は、「誇り」に近い感情の「名誉心」と「虚栄心」の関係
を論じ、極限状況という例外を示した上で、「誇り」が「優越感」を
伴っていることを論じたものです。同じ漢字を選ぶ問一のＡ「シュ
ウジンカンシ」を「囚人監視」と思ったのか、 9割以上の人が④の
「監禁」を選びました。「衆人環視」は社会で流通している熟語です。
貪欲に未知の言葉を吸収しようとする姿勢が、入学後にも、ひい
ては卒業後にも役立つことを覚えておいてください。Ｃ「センザ
イ（潜在）」も半数以上が②「穿鑿・詮索」を選びました。④「沈潜」
がやや難しかったでしょうか。問二のはは、後の「（名誉心と虚栄
心との）果てしない運動のうちにもだえ苦しむ」から「④足をひき
ずって（名誉心へ戻る）」が導けるはずですが、他を威圧する意の
「③肩をそびやかして」が最多解答でした。問六の啄木の短歌の甲
は、「この運動」を詠んだ例歌で⑦が正解ですが、③が最多。③は
乙の「他人を見る眼」の例です。短歌を見て難しいと思っても、落
ち着いて③の歌中の「わが友」に注目すれば、「他人」を詠んだもの
とわかったはずです。問七の文学史は、特に①の正岡子規の主義
主張が基礎知識です。浪漫主義ではありません。問八の読解問題
は、③や①が正解の②を上回りました。三つとも読点の上と下そ
れぞれは本文で述べられていることですが、②の「人間が一方で
理性的存在者であることが省みられにくくなっている」は「動物性
が前面に出てくる場合」に最も合致しますし、①③は「～であるた
め、～しなければならない」という上下の因果関係が不自然です。
　二の古文は、仮名草子『女郎花物語』の末尾の文章（跋文）です。
概して正答率が高かったのですが、問三の文学史の問題は、正解

●記述対策もしておこう
　記述式設問の出題は、二〇二三年度にもなかったが、過去には
出題されていた。記述式設問が復活したときに備えて、問題集や
参考書で記述式設問にふれておくことが大切である。
　そのとき、模範解答の着眼点及び解答作成の手順を確認して、

実際に解答を書いて慣れておこう。
　また、中古と近世の文学作品では古文の文体が大きく異なるが、
どちらが出題されても戸惑わないように、両方の時代の作品にふ
れておくとよいだろう。
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の「④狭衣物語」よりも「③栄花物語」を選んだ人が多くいました。
『狭衣物語』は『源氏物語』以後の後期物語の代表ですし、『栄花物
語』の「ジャンル」が作り物語（伝奇物語）ではなく『大鏡』と同じ歴
史物語であることは基礎知識です。問六のア「国のあやしきこと
になんする」の現代語訳は、「⑤国家にとって異常事態だとする」
が正解ですが、過半数の人が「①国中の人々が不思議なことだと
する」を選んでいました。古語の「あやし」＝「不思議だ」「卑しい」
という知識があるだけでは不十分です。直後に、女性の言い過ぎ、
でしゃばりは非難されるとあることから正解を導いてください。
なお「牝鶏晨（ひんけいあした）す」という熟語を知っていれば、さ
らに容易な問いだったでしょう。

前期Ｂ方式（ 1月31日）
　Ⅰの必答問題の現代文は、三島由紀夫の『古典文学読本』所収の
二つの文章からの抜粋です。選択問題で現代文を選んだ人にも古
典に触れてもらえるよう出題しました。問一のＦ「ケンオ（嫌悪）」
の正解者が 5人に 1人なのは、②「嫌疑」③「険悪」⑤「権門」など選
択肢の熟語の漢字が咄嗟に浮かばなかったのかもしれません。問
三のには正答率5.3％。にの前後の「そのむずかしさが、なおのこ
と」「～を挑発した」や、少し後の「老成ぶった少年」から導けるの
は、正解③「虚栄心」（見えを張ろうとする心）です。「①充足感」
や「④向学心」は、「むずかしさ」とは結びついても、「挑発」「老成
ぶる」とは結びつきません。いの選択肢の五つや、問八⑤の末尾
の「瑕疵」なども、意味を知っておいてほしい熟語です。問五の文
学史の正答率は、共に30％前後と低めでした。日本の代表的な作
家・作品についての知識は国際人としても不可欠であることを、
繰り返し述べておきます。
　Ⅱの選択問題の現代文は、健康とは何かについて論じたもので
す。概して正答率が高かったのですが、問三ろとほは30％を切り
ました。ろについては直後の「帰結」、ほは選択肢の正解③の「究極」
がやや難しかったのかもしれませんが、熟語は文脈の中でどのよ
うに使われるかを含めて理解しておきましょう。問七の文章を入
れる位置は、 9割近い人が間違っていました。「まさに『独立の生
きものとして』人間をハイジャックし」とあることから、入るのは
「独立の生きもの」や「ハイジャック」の初出よりは後、つまり③以
降です。③の前の文章と、後の「要するに」以下は、フロイトの考
えの説明として間断なく繋がりますが、④の前はフロイトの病に
身を任せてしまうことへの抵抗、後も同様の考え方なので、「し
かし」が浮いています。この直前の④に当該の「治りたくない患者」
がいるという文章を入れると、自然な流れになります。なお接続
詞は、文脈把握のためだけでなく、入学後に自ら文章を書く際に

も必要なものなので、毎回のように出題しています。
　Ⅲの選択問題の古文は、江戸時代中期の歌人である以雲法師の
歌集『としなみ草』から、京に住んでいた時に、大雨の中、今は亡
き友人光冨と嵐山の桜狩（花見）をした思い出を綴り、その時の和
歌を挙げた箇所を引きました。受験生の皆さんが主要古語や文法
の学習をしてきたことに加えて、興味深い内容で作者の心理にも
寄り添いやすかったためか、正答率が概して大変高かったです。
ただし問三のｃ「言ひもあへぬに」の主語だけは、正答率が約20％
でした。直後の（Ｃ）の和歌を詠んだのが光冨宅を訪れた作者だと
8割以上の人が理解していることから、正答率の低さは「～もあ
へず」をよく知らなかったことが原因と考えられます。単語だけ
でなく主な連語を、内容理解の近道として、ぜひ覚えておいてく
ださい。なお問七の掛詞の問題も、正答率 8割以上でした。和歌
の技巧の問題は、今後も出す予定です。

後期（ 3月 8日）
　一の現代文は、オーストラリア先住民の歴史実践をもとに、従
来の歴史学の在り方を見直し止揚するクロス・カルチュラライジ
ング・ヒストリーを提唱する文章です。問一の漢字はＢ「カンゲ
ン（換言）すると」、Ｃ「ムジンゾウ（無尽蔵）」が正答率20％前後。
問二の空欄補充のｂ「ひとえに」、ｄ「たとえば」が30％前後と低め
でした。「たとえば」以外は、語彙の知識不足が原因でしょうか。
他の語彙力の問題は問四なども約半数以上の人が正解していまし
たが、文脈把握は問五の40％余を除き、問六以下いずれも30％前
後でした。受験生にとって筆者の主張を読み取るのが難しい文章
だったということになります。普段あまり考えないテーマであり、
聞き慣れない専門用語が多用されていることや、長い文が含まれ
ることが一因でしょう。入学後に備える意味でも、過去の入試問
題集を含め、様々な文章に慣れ親しんでおいてください。
　二の古文は、『今昔物語集』巻四所収の説話です。本朝部以外の
説話にも触れてもらうために、天竺部から出しました。登場人物
の関係や話の展開がわかりやすいためか、正答率は概して高かっ
たです。やや低めだった箇所について言うと、問一のニは、「た
とひ」が「たとへ」と同じなので、「⑦ども」と呼応します。問四の
Ｃ「大王、この羅漢を請じて、申し給はく」の「申し」の敬意は、会
話文以外なので、「⑥大王から」ではなく「④語り手から」です。問
五の 1「用ゐるべからず」は、目的語が「宣旨」なので、「①使用」で
はなく「④採用」です。いずれも、やはり基礎知識と文脈理解が肝
要です。問七の文学史は、『落窪物語』が継母に迫害された姫君の
物語であることや、『源氏物語』の光源氏にとって弘徽殿女御は継
母であることなど、代表的な物語の例から判断できたはずです。
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�
�

�
�

�
�
�

�
�

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

シ
ュ
ウ
セ
キ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

会
社
内
で
ジ
ュ
ウ
セ
キ
を
果
た
す
。

②

反
対
意
見
を
ハ
イ
セ
キ
す
る
。

③

別
れ
に
臨
ん
で
セ
キ
ベ
ツ
の
情
を
禁
じ
得
な
い
。

④

事
件
現
場
に
犯
罪
の
コ
ン
セ
キ
が
残
っ
て
い
る
。

⑤

セ
キ
ネ
ン
の
恨
み
を
晴
ら
す
。

Ｂ

2

ゲ
ン
シ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

①

停
戦
コ
ウ
シ
ョ
ウ
を
行
う
。

②

撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ゲ
ン
ゾ
ウ
す
る
。

③

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
シ
ョ
ウ
レ
イ
す
る
。

④

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
あ
る
ゾ
ウ
ゲ
海
岸
。

⑤

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
シ
ョ
ウ
ゾ
ウ
画
を
展
示
す
る
。

Ｃ

3

ゲ
ン
ソ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

も
う
恋
人
に
会
わ
な
い
と
い
う
ゲ
ン
チ
を
取
ら
れ
た
。

②

父
が
死
亡
し
た
こ
と
は
レ
イ
ゲ
ン
な
る
事
実
で
あ
る
。

③

ゲ
ン
チ
ョ
ウ
な
の
か
。
死
し
た
赤
子
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
た
。

④

余
計
な
発
言
を
し
て
先
生
の
キ
ゲ
ン
を
損
ね
て
し
ま
っ
た
。

⑤

知
事
選
挙
で
ゲ
ン
シ
ョ
ク
の
知
事
が
再
選
さ
れ
た
。
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�
�

達
は
西
欧
の
歴
史
か
ら
よ
り
も
、
自
分
達
の
過
去
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

お
も

日
本
の
個
人
は
、
世
間
向
き
の
顔
や
発
言
と
自
分
の
内
面
の
想
い
を
区
別
し
て
ふ
る
ま
い
、
そ
の
よ
う
な
関
係
の
中
で
個
人
の
外
面
と
内
面
の
双

あ
い
ま
い

方
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｘ

世
間
は
人
間
関
係
の
世
界
で
あ
る
限
り
で
か
な
り
曖
昧
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
曖
昧
な
も
の
と
の
関
係
の
中
で
自
己
を
形
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
日
本
の
個
人
は
、
欧
米
人
か
ら
み
る
と
、
曖
昧
な
存
在
と
し
て
み
え
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
絶
対
的
な
神
と
の
関
係
の
中
で
自
己
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
個
人
と
の
違
い
が
あ
る
。
わ
が
国
に

は
人
権
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、
そ
の
実
は
言
葉
だ
け
で
あ
っ
て
、
個
々
人
の
真
の
意
味
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
と
はＦ
ト
ウ
テ
イ
い
え
な
い
状
況

で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
も
世
間
と
い
う
枠
の
中
で

ほ

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

あ

べ
き
ん
や

（
阿
部
謹
也
『「
世
間
」
と
は
何
か
』
に
よ
る
）

注
1

こ
の
よ
う
に
重
要
な
世
間
と
い
う
言
葉
＝
掲
出
の
文
章
の
前
で
、
筆
者
は
、
世
間
に
つ
い
て
、「
私
達
は
世
間
と
い
う
枠
組
の
中
で
生
き

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
誰
も
が
世
間
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

注
2

カ
ン
ト
＝
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
年
〜
一
八
〇
四
年
）。
近
代
を
代
表
す
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
起
点
と

な
っ
た
。
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�

の
に
社
会
と
い
う
言
葉
が
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
少
な
く
と
も
文
章
の
う
え
で
はⅰ
あ
た
か
も
欧
米
流
の
社
会
が
あ
る
か
の
よ
う
なＣ
ゲ
ン
ソ

ウ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

ｄ

大
学
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に
お
い
て
社
会
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
の
未
成
熟
あ
る
い
はⅱ
特
異
な
あ
り
方
が
覆
い
隠
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ｅ

、
学

者
や
新
聞
人
を
別
に
す
れ
ば
、
一
般
の
人
々
は
そ
れ
ほ
ど

は

で
は
な
か
っ
た
。
人
々
は
社
会
と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り
使
わ
ず
、
日

常
会
話
の
世
界
で
は
相
変
わ
ら
ず
世
間
と
い
う
言
葉
を
使
い
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
特
に
知
識
人
に
責
任
が
あ
る
。
知
識
人
の
多
く
は
わ
が
国
の
現
状
分
析
を
す
る
中
で
常
に
欧
米
と
比
較
し
、
欧
米
諸
国
に
比

べ
て
わ
が
国
が
遅
れ
て
い
る
と
論
じ
て
き
た
。
遅
れ
て
い
る
と
い
う
判
断
の
背
後
に
は
、
遅
れ
を
取
り
戻
せ
る
と
い
う
見
通
し
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
く
の
知
識
人
は
そ
の
よ
う
な
見
通
し
も
な
い
ま
ま
に
遅
れ
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

け
い
も
う

た
と
え
ば
注
2カン

ト
の
「
啓
蒙
と
は
何
か
」
と
い
う
書
物
の
中
で
、
上
官
の
命
令
が
間
違
っ
て
い
た
場
合
に
部
下
の
と
る
べ
き
態
度
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
上
官
の
命
令
が
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
た
場
合
で
も
、
部
下
は
そ
の
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｆ

軍
隊
は
成
立

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
軍
務
が
終
了
し
た
と
き
、
そ
の
部
下
は
上
官
の
命
令
の
誤
り
を

に

の
場
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
カ
ン
ト
は
い
う
。
そ
し
て
そ
の
場
合
彼
は
自
分
の
理
性
を
公
的
に
使
用
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
本
の
事
情
を
考
え
て
み
よ
う
。
あ

る
会
社
員
が
会
社
のＤ
ケ
イ
リ
や
そ
の
他
に
不
正
を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
公
的
な
場
で
シＥ
ダ
ン
し
た
場
合
、
彼
は
間
違
い
な
く
首
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
も
し
そ
の
こ
と
が
公
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、
彼
の
行
動
が
公
的
な
理
性
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
者
が
日
本
に

い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
カ
ン
ト
の
言
葉
を
引
用
し
て
日
本
の
社
会
の
遅
れ
を
説
く
論
者
は
今
で
も
あ
と
を
絶
た
な
い
。
し
か
し2
問
題
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
う
い
う
状
態
だ
か
ら
わ
が
国
は
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
何
も
い
っ
て
い
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

て
く
る
と
、
問
題
の
一
つ
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
個
人
は
ど
こ
ま
で
自
分
の
行
動
の
責
任
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
い
い
か
え
れ
ば
世
間
の
中
で
個
人
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
で
も
あ
る
。
以
下
に
お
い
て

は
世
間
や
世
の
中
と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
の
中
で
の
個
人
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
私
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四
校
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�
�

�
�
�

一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

こ
の
百
年
の
間
わ
が
国
に
お
い
て
も
社
会
科
学
が
発
展
し
て
き
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
注
1この

よ
う
に
重
要
な
世
間
と
い
う
言
葉
を
分
析
し
た
人
は

た
ち

つ
づ

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
私
達
は
学
校
教
育
の
中
で
西
欧
の
社
会
と
い
う
言
葉
を
学
び
、
そ
の
言
葉
で
文
章
を
綴
り
、
学
問
を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
文

章
の
中
で
は
扱
わ
な
い
こ
と
を
会
話
と
行
動
に
お
い
て
は
常
に
意
識
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
学
問
が
日
常
会
話
の
言
葉
を
無
視
し
た
結

果
が
こ
こ
に
あ
る
。

ａ

世
間
は
、
学
者
の
言
葉
を
使
え
ば
「
非
言
語
系
の
知
」
の
シ
ュ
ウＡ
セ
キ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
世
間
に
つ
い
て
論
じ
た
人
が
い

な
い
の
は
、「
非
言
語
系
の
知
」
を
顕
在
化
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
今
私
達
は
、
こ
の
「
非
言
語
系
の
知
」
を
顕
在
化
し
、

い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
き
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
世
間
の
も
つ
負
の
側
面
と
、
正
の
側
面
の
両
方
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ

る
。
世
間
と
い
う
「
非
言
語
系
の
知
」
を
顕
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
社
会
関
係
を
生
み
出
す
可
能
性
も
あ
る
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
にsociety

の
訳
語
と
し
て
社
会
と
い
う
言
葉
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
十
七
年
頃
にin

dividu
al

の
訳
語
と
し

て
個
人
と
い
う
言
葉
が

ろ

し
た
。
そ
れ
以
前
に
は
わ
が
国
に
は
社
会
と
い
う
言
葉
も
個
人
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ｂ

、
わ
が
国
に
は
そ
れ
以
前
に
は
、
現
在
の
よ
う
な
意
味
の
社
会
と
い
う
概
念
も
個
人
と
い
う
概
念
も
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
で
は
現
在
の
社
会
に
当
た
る
言
葉
が
な
か
っ
た
の
か
と
問
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
世
の
中
、
世
、
世
間
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
時
代
に
よ
っ

て
意
味
は
異
な
る
が
、
時
に
は
現
在
の
社
会
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
以
降
社
会
と
い
う
言
葉
が
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
私
達
は
本
来
欧
米
で
つ
く
ら
れ
た
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
わ
が
国
の
ゲ
ンＢ
シ
ョ
ウ

か
い
り

を
説
明
す
る
よ
う
に
な
り
、

ｃ

1
そ
の
概
念
が
本
来
も
っ
て
い
た
意
味
と
わ
が
国
の
実
状
と
の
間
の
乖
離
が
無
視
さ
れ
る
傾
向
が

出
て
き
た
の
で
あ
る
。

欧
米
の
社
会
と
い
う
言
葉
は
本
来
個
人
が
つ
く
る
社
会
を
意
味
し
て
お
り
、
個
人
が
前
提
で
あ
っ
た
。
し
か
し
わ
が
国
で
は
個
人
と
い
う
概
念
は

訳
語
と
し
て
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
欧
米
の
個
人
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
欧
米
の
意
味
で
の
個
人
が
生
ま
れ
て
い
な
い

表2［右ページ］から問題開始 3
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

問
二

ａ

〜

ｆ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑦
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ａ

が

7

、

ｂ

が

8

、

ｃ

が

9

、

ｄ

が

10

、

ｅ

が

11

、

ｆ

が

12

。

①

そ
の
た
め
に

②

し
か
し

③

あ
ま
り
に

④

さ
も
な
け
れ
ば

⑤

特
に

⑥

い
わ
ば

⑦

と
い
う
こ
と
は

問
三

線
部
ⅰ
「
あ
た
か
も
」、
ⅱ
「
特
異
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ⅰ
が

13

、
ⅱ
が

14

。

ⅰ
「
あ
た
か
も
」

�����������

①

あ
る
も
の
が
そ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
え
る
状
態
に
な
る
こ
と
。

②

あ
る
も
の
が
元
々
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
。

③

あ
る
も
の
が
他
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
。

④

誰
か
ら
見
て
も
当
然
の
事
態
が
生
じ
る
こ
と
。

⑤

思
い
が
け
ず
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
現
れ
る
こ
と
。

3
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�
��
�

�
�

Ｄ

4

ケ
イ
リ

�����������

�
�

�
��
�

�
�

�
�

①

ケ
イ
チ
ョ
ウ
に
値
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

②

大
阪
か
ら
京
都
ケ
イ
ユ
で
奈
良
へ
観
光
に
行
く
。

③

父
親
譲
り
の
直
情
ケ
イ
コ
ウ
な
性
格
。

④

わ
が
国
の
民
法
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
を
ケ
イ
ジ
ュ
し
て
い
る
。

⑤

敗
戦
を
ケ
イ
キ
に
国
家
体
制
を
立
て
直
す
。

Ｅ

5

シ
ダ
ン

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ブ
ン
ダ
ン
の
巨
匠
が
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。

②

転
地
療
養
の
た
め
オ
ン
ダ
ン
な
土
地
に
移
り
住
ん
だ
。

③

損
害
賠
償
に
つ
い
て
加
害
者
と
ダ
ン
パ
ン
す
る
。

④

家
庭
の
経
済
状
態
が
悪
く
な
り
、
進
学
を
ダ
ン
ネ
ン
し
た
。

⑤

矢
尽
き
刀
折
れ
、
ニ
ク
ダ
ン
セ
ン
に
移
行
し
た
。

Ｆ

6

ト
ウ
テ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

野
球
で
二
回
ト
ウ
ル
イ
し
た
。

②

ト
ウ
ト
ツ
に
求
婚
さ
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
た
。

③

シ
ュ
ウ
ト
ウ
な
計
画
を
立
て
る
。

④

地
震
に
よ
り
多
く
の
家
屋
が
ト
ウ
カ
イ
し
た
。

⑤

多
様
な
意
見
を
ト
ウ
カ
ツ
す
る
。

3

四
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問
五

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
文
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

①

い
わ
ば
個
人
は
、
世
間
と
の
関
係
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②

い
わ
ば
個
人
は
、
世
間
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③

い
わ
ば
個
人
は
、
世
間
と
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

④

い
わ
ば
個
人
は
、
世
間
と
の
関
係
を
曖
昧
に
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

⑤

い
わ
ば
個
人
は
、
世
間
と
葛
藤
し
つ
つ
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

問
六

線
部
1
「
そ
の
概
念
が
本
来
も
っ
て
い
た
意
味
と
わ
が
国
の
実
状
と
の
間
の
乖
離
が
無
視
さ
れ
る
傾
向
が
出
て
き
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

わ
が
国
で
は
、
一
般
の
人
々
は
日
常
会
話
に
お
い
て
、
社
会
と
い
う
言
葉
で
は
な
く
世
間
と
い
う
言
葉
を
無
意
識
に
使
い
続
け
て
い
た
と

い
う
こ
と
。

②

わ
が
国
で
は
、
個
人
と
い
う
訳
語
の
成
立
に
伴
っ
て
、
そ
の
概
念
も
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
欧
米
の
個
人
と
は
ま
っ
た
く

異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

③

欧
米
流
の
個
人
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
は
、
欧
米
流
の
社
会
を
い
た
ず
ら
に
模
倣
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

④

欧
米
流
の
社
会
で
は
個
人
が
前
提
と
な
る
が
、
わ
が
国
の
社
会
に
は
個
人
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
こ
と
が
十
分
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
に

言
葉
だ
け
が
流
通
し
た
と
い
う
こ
と
。

⑤

わ
が
国
で
は
、
個
人
と
い
う
概
念
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
者
や
新
聞
人
が
扇
動
し
て
、
欧
米
流
の
社
会
と
い
う
言
葉
を
使

う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。

3
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ⅱ
「
特
異
」

�����������

①

他
よ
り
も
熟
練
し
て
い
る
こ
と
。

②

特
に
優
れ
て
い
る
こ
と
。

③

特
別
に
普
通
と
異
な
る
こ
と
。

④

特
別
に
効
果
が
あ
る
こ
と
。

⑤

特
別
に
誇
ら
し
い
こ
と
。

問
四

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

15

、

ろ

が

16

、

は

が

17

、

に

が

18

、

ほ

が

19

。

い
〔

①

具
象
化

②

体
系
化

③

対
象
化

④

抽
象
化

⑤

普
遍
化

〕

ろ
〔

①

定
着

②

席
巻

③

派
生

④

停
滞

⑤

発
展

〕

は
〔

①

敏
感

②

英
俊

③

純
朴

④

鈍
感

⑤

従
順

〕

に
〔

①

個
別

②

公
開

③

裁
判

④

日
常

⑤

秘
密

〕

ほ
〔

①

尊
重

②

制
御

③

保
護

④

拒
否

⑤

許
容

〕

3
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

ｂ
道
す
が
ら
い
り
も
み
す
る
風
な
れ
ど
、ｃ
う
る
は
し
く
も
の
しⅳ
た
ま
ふ
君
に
て
、エ
三
条
の
宮
と
六
条
院
と
に
参
り
て
御
覧
ぜ
ら
れ
た
ま
は
ぬ
日
な
し
。

う

ち

お
ほ
や
け
ご
と

せ
ち
ゑ

い
と
ま

内
裏
の
御
物
忌
な
ど
に

Ｘ

避
ら
ず
籠
も
り
た
ま
ふ
べ
き
日
よ
り
ほ
か
は
、
忙
し
き
公
事
、
節
会
な
ど
の
、
暇
い
る
べ
く
事
し
げ
き
に
あ

あ
り

は
せ
て
も
、
ま
づ
こ
の
院
に
参
り
、
宮
よ
り
ぞ
出
で
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
ま
し
て
今
日
、
か
か
る
空
の
け
し
き
に
よ
り
、
風
の
さ
き
に
あ
く
が
れ
歩
き

た
ま
ふ
も
あ
は
れ
に
見
ゆ
。

宮
、「
い
と
う
れ
し
う
頼
も
し
」
と
待
ち
う
け
た
ま
ひ
て
、

よ
は
ひ

「ｄ
こ
こ
ら
の
齢
に
、
ま
だ
か
く
騒
が
し
き
野
分
に
こ
そ
あ
は
ざ
り
つ
れ
」

と
、
た
だ
わ
な
な
き
に
わ
な
な
き
た
ま
ふ
。

お
と
ど

「
大
き
な
る
木
の
枝
な
ど
の
折
るＥ
る
音
も
い
とｅ
う
た
て
あ
り
、
殿
の
瓦
さ
へ
残
る
ま
じ
く
吹
き
散
ら
す
に
、オ
か
く
て
も
の
し
た
ま
へ
る
こ
と
」

お
ぼ

と
、
か
つ
は
の
た
ま
ふ
。
そ
こ
ら
と
こ
ろ
せ
か
り
し
御
い
き
ほ
ひ
の
静
ま
り
て
、
こ
の
君
を
頼
も
し
人
に
思
し
た
る
、
常
な
き
世
な
り
。
い
ま
も
大

方
の
お
ぼ
え
の
薄
ら
ぎ
た
ま
ふ
こ
と
は
な
け
れ
ど
、
注
4内の

大
殿
の
御
け
は
ひ
は
、カ
な
か
な
か
少
し
疎
く
ぞ
あ
り
け
る
。

中
将
、
夜
も
す
が
ら
荒
き
風
の
音
に
も
、
す
ず
ろ
に
も
の
あ
は
れ
な
り
。
注
5心に

か
け
て
恋
し
と
思
ふ
人
の
御
事
は
さ
し
お
か
れ
て
、
あ
り
つ
る
注
6御

面
影
の
忘
ら
れ
ぬ
を
、「
こ
は
い
か
に
お
ぼ
ゆ
る
心
ぞ
、キ
あ
る
ま
じ
き
思
ひ
も
こ
そ
添
へ
。
い
と
恐
ろ
し
き
こ
と
」
と
み
づ
か
ら
思
ひ
紛
は
し
、

こ
と
ご
と

ひ
む
が
し

他
事
に
思
ひ
移
れ
ど
、
な
ほ
ふ
と
お
ぼ
え
つ
つ
、「
来
し
方
行
く
末
あ
り
が
た
く
も
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
か
な
、
か
か
る
御
仲
ら
ひ
に
、
い
か
で
注
7

東

の
御
方
、
さ
る
も
の
の
数
に
て
立
ち
並
び
た
ま
ひ
つＦ
ら
む
、ｆ
た
と
し
へ
な
か
り
け
り
や
、
あ
な
い
と
ほ
し
」
と
お
ぼ
ゆ
。

（『
源
氏
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

さ
ば
か
り
の
御
心
ど
も
＝
慎
重
で
用
心
深
い
方
々
の
心
。

注
2

三
条
の
宮
＝
夕
霧
の
母
方
の
祖
母
大
宮
の
住
居
。

注
3

か
し
こ
＝
三
条
の
宮
。

注
4

内
の
大
殿
＝
内
大
臣
。
大
宮
の
息
子
で
、
夕
霧
の
お
じ
。

3
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�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�

の
わ
き

二
次
の
文
章
は
、
光
源
氏
の
息
子
夕
霧
（
中
将
）
が
、
野
分
（
台
風
）
の
見
舞
い
に
光
源
氏
の
邸
宅
で
あ
る
六
条
院
を
訪
れ
た
場
面
で
す
。
強
風
の

た
め
開
い
て
い
た
戸
の
隙
間
か
ら
、
紫
の
上
の
姿
を
思
い
が
け
ず
目
に
し
た
夕
霧
は
、
さ
り
げ
な
く
今
到
着
し
た
ふ
う
を
装
い
ま
す
。
一
方
、
光
源

氏
は
夕
霧
が
紫
の
上
の
姿
を
見
た
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

24

〜

42

。

こ
わ

す
の
こ

い

あ

今
参
れＡ
る
や
う
に
う
ち
声
づ
く
り
て
、
簀
子
の
方
に
歩
み
出
で
た
ま
へＢ
れ
ば
、「
さ
れ
ば
よ
、
あ
ら
は
な
り
つ
ら
む
」
と
て
、「
か
の
妻
戸
の
開
き

と
が

い
は
ほ

た
り
け
る
よ
」
と
今
ぞ
見
咎
め
た
ま
ふ
。「
年
ご
ろ
か
か
る
こ
と
の
つ
ゆ
な
か
り
つ
る
を
、
風
こ
そ
げ
に
巌
も
吹
き
上
げ
つ
べ
き
も
の
な
り
け
れ
、

注
1さば

か
り
の
御
心
ど
も
を
騒
が
し
て
、
め
づ
ら
し
く
う
れ
し
き
目
を
見
つ
る
か
な
」
と
お
ぼ
ゆ
。

人
々
参
り
て
、

う
し
と
ら

ま
へ

む
ま
ば

お
と
ど

「
い
と
い
か
め
し
う
吹
き
ぬ
べ
き
風
に
は
べ
り
。ア
丑
寅
の
方
よ
り
吹
き
は
べ
れ
ば
、
こ
の
御
前
は
の
ど
け
き
な
り
。
馬
場
の
殿
、
南
の
釣
殿
な
ど

は
、
あ
や
ふ
げ
に
な
む
」

と
て
、
と
か
く
事
行
ひ
の
の
しＣ
る
。

「
中
将
は
い
づ
こ
よ
り
も
の
し
つ
る
ぞ
」

「
注
2三条

の
宮
に
は
べ
り
つ
る
を
、『
風
い
た
く
吹
き
ぬ
べ
し
』
と
、
人
々
の
申
し
つ
れ
ば
、ａ
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
参
り
は
べ
り
つ
る
。
注
3かし

こ
に
は
ま

お

し
て
心
細
く
、
風
の
音
を
も
、
今
は
か
へ
り
て
若
き
子
の
や
う
に
怖
ぢ
た
ま
ふ
め
れ
ば
、
心
苦
し
さ
に
、ⅰ
ま
か
で
は
べ
り
な
む
」

とⅱ
申
し
た
ま
へ
ば
、

「
げ
に
、イ
は
や
ま
う
で
た
ま
ひ
ね
。
老
い
も
て
い
き
て
、
ま
た
若
う
な
る
こ
と
、
世
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
れ
ど
、
げ
に
さ
の
み
こ
そ
あ
れ
」

な
ど
あ
は
れ
が
りⅲ
き
こ
え
た
ま
ひ
て
、

あ
そ
む

「
か
く
騒
が
し
げ
に
は
べ
る
めＤ
る
を
、
こ
の
朝
臣
さ
ぶ
ら
へ
ば
と
、ウ
思
ひ
た
ま
へ
譲
り
て
な
む
」

せ
う
そ
こ

と
、
御
消
息
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

3
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問
八

筆
者
の
主
張
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

。

①
「
世
間
」
と
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ
た
わ
が
国
の
個
人
と
、
絶
対
的
な
神
と
の
関
係
の
中
で
自
己
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
個
人
と
を
比
較
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
。

②
「
世
間
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
さ
え
す
れ
ば
、「
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
り
も
、
わ
が
国
の
実
状
に
合
っ
た
社
会
関
係
を
あ
る
程
度

は
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

わ
が
国
で
は
明
治
時
代
以
降
「
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、「
世
間
」
と
い
う
「
非
言
語
系
の

知
」
を
用
い
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

④

自
己
形
成
の
あ
り
方
も
歴
史
や
実
状
も
異
な
っ
て
い
る
欧
米
諸
国
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
現
状
が
遅
れ
て
い
る
と
論
じ

て
み
て
も
意
味
が
な
い
。

⑤
「
世
間
」
と
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
「
非
言
語
系
の
知
」
な
の
だ
か
ら
、
明
確
に
言
語
化
で
き
な
い
も
の
を
対
象
と
し
て
論
じ
て
も
意
味

が
な
い
。

3

四
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問
七

線
部
2
「
問
題
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

欧
米
諸
国
に
比
べ
て
わ
が
国
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
の
で
、
欧
米
諸
国
と
は
異
な
る
わ
が
国
の
実
状
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

②
「
世
間
」
と
い
う
言
葉
は
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
権
利
が
も
つ
外
面
の
意
味
と
真
の
意
味
と
の
違
い
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。

③

欧
米
諸
国
に
対
す
る
わ
が
国
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、「
世
間
」
や
「
世
の
中
」
と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
か

を
考
察
す
る
中
で
個
人
の
生
き
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

④

先
進
的
な
欧
米
諸
国
を
見
習
い
、
所
属
す
る
組
織
の
中
で
の
身
の
処
し
方
に
お
い
て
、
個
人
が
ど
こ
ま
で
自
分
の
行
動
に
責
任
を
負
う
の

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

⑤
「
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
流
通
す
る
以
前
の
わ
が
国
に
お
い
て
、
個
人
が
世
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
も
っ
て
い
た
か
を
知
り
、
そ
こ

か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

3

四
校
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

ｃ

26

「
う
る
は
し
く
」

�����������

①

き
ち
ょ
う
め
ん
で

②

気
弱
で

③

頑
固
で

④

大
胆
で

⑤

美
麗
で

ｄ

27

「
こ
こ
ら
の
齢
に
」

�����������

①

あ
な
た
ぐ
ら
い
の
若
さ
で
は

②

こ
こ
数
年
の
間

③

今
年
に
な
っ
て
か
ら

④

こ
の
歳
に
な
る
ま
で

⑤

長
生
き
す
る
と

ｅ

28

「
う
た
て
」

�����������

①

大
げ
さ
で

②

恐
ろ
し
く
て

③

激
し
く
て

④

頻
繁
で

⑤

不
快
で

3

四
校
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�
�

く
も
い
の
か
り

注
5

心
に
か
け
て
恋
し
と
思
ふ
人
＝
幼
な
じ
み
の
女
性
、
雲
居
雁
。

注
6

御
面
影
＝
紫
の
上
の
容
貌
。

注
7

東
の
御
方
＝
光
源
氏
の
恋
人
の
一
人
、
花
散
里
。

問
一

線
部
ａ
〜
ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

24

〜

29

。

ａ

24

「
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
」

�����������

①

あ
わ
て
て

②

驚
い
て

③

思
い
が
け
な
く

④

気
が
か
り
で

⑤

ま
っ
さ
き
に

ｂ

25

「
道
す
が
ら
」

�����������

①

道
路
全
体
を

②

通
り
す
が
り
に

③

途
中
ず
っ
と

④

道
の
上
を

つ
じ

⑤

四
辻
ご
と
に

3

四
校
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問
五

線
部
ア
「
丑
寅
の
方
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

36

。

①

午
前
三
時
ご
ろ

②

午
後
三
時
ご
ろ

③

日
の
出
る
こ
ろ

④

南
東
の
方
角

⑤

北
東
の
方
角

問
六

線
部
イ
「
は
や
ま
う
で
た
ま
ひ
ね
」、
オ
「
か
く
て
も
の
し
た
ま
へ
る
こ
と
」、
キ
「
あ
る
ま
じ
き
思
ひ
も
こ
そ
添
へ
」
の
現
代
語
訳
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
イ
が

37

、
オ
が

38

、
キ
が

39

。

イ
「
は
や
ま
う
で
た
ま
ひ
ね
」

①

明
る
い
う
ち
に
お
訪
ね
申
し
上
げ
な
さ
い

②

急
い
で
参
上
な
さ
い

③

す
ぐ
に
戻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

④

突
然
訪
問
な
さ
っ
て
は
い
け
な
い

⑤

な
る
べ
く
早
く
お
連
れ
申
し
上
げ
な
さ
い

3

四
校
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�
�

ｆ

29

「
た
と
し
へ
な
か
り
」

�����������

①

数
え
よ
う
が
な
い

②

比
べ
よ
う
が
な
い

③

想
像
し
よ
う
が
な
い

④

た
と
え
よ
う
が
な
い

⑤

忘
れ
よ
う
が
な
い

問
二

線
部
Ａ
〜
Ｆ
に
つ
い
て
、
Ａ
「
る
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

30

。

①

Ｂ
「
れ
」

②

Ｃ
「
る
」

③

Ｄ
「
る
」

④

Ｅ
「
る
」

⑤

Ｆ
「
ら
」

問
三

線
部
ⅰ
〜
ⅳ
は
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
ｉ
が

31

、
ⅱ
が

32

、
ⅲ
が

33

、
ⅳ
が

34

。

①

大
宮
に

②

内
大
臣
に

③

光
源
氏
に

④

人
々
に

⑤

夕
霧
に

問
四

Ｘ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

35

。

①

い
と

②

え

③

な

④

ゆ
め
ゆ
め

⑤

を
さ
を
さ

3
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

非
凡
な
る
人
の
ご
と
く
に
ふ
る
ま
ヘ
る

後
の
さ
び
し
さ
は

何
に
か
た
ぐ
ヘ
む

こ
の
運
動
は
、
し
ら
ず
し
ら
ず
他
人
を
見
る
眼
に
も
及
ん
で
い
く
。

乙

誰
が
見
て
も
と
り
ど
こ
ろ
な
き
男
来
て

威
張
り
て
帰
り
ぬ

か
な
し
く
も
あ
る
か

た
だ

ａ

、
視
点
を
転
じ
て
み
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
い
さ
さ
か
も
優
越
感
の
混
じ
ら
な
い
誇
り
を
唯
一
つ
の
場
合
に
限
っ
て
認
め
た
く
な

う
め

る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
人
間
と
し
て
の
極
限
的
痛
み
に
呻
い
て
い
る
人
の
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
「
誇
り
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
注
2アウ

シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
で
絶
望
的
な
思
い
で
日
々
を
過
ご
す
人
々
は
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
を
失
い
か
け
て
い
る
。
誇
り
は
、
そ
う
い
う
極
限
状
況
に
お
い
て
は
、

き
わ
め
て
は
っ
き
り
と
し
た
像
を
結
ぶ
。

き
ゆ
う
し
や

九
年
前
の
夏
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
そ
の
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
と
い
う
地
区
）
に
行
っ
た
と
き
、
私
は
厩
舎
を
改
造
し
た
あ
る
収
容
所
の
中
で
文
字

お
う
と

通
り
の
嘔
吐
感
を
覚
え
た
。
そ
の
細
長
い
建
物
の
周
囲
に
は
何
段
に
も
な
っ
た
「
寝
台
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
央
に
穴
の
開
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

む

長
い
「
ト
イ
レ
」
が
あ
る
。
そ
の
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
剝
き
出
し
の
ト
イ
レ
で
シ
ュ
ウ
ジ
ンＡ
カ
ン
シ
の
も
と

も
っ
と
も

ｂ

誰
も
見
よ
う
と
は
し
な
い
が

人
々
は
用
を
足
す
の
だ
。「
仕
事
」
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
も
は
や
こ
ら
え
ら
れ
な
い
人
の
長

4
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�
�

一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

25

。

「
誇
り
」
に
近
い
感
情
と
し
て
「
名
誉
心
」
が
あ
る
。
両
者
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
名
誉
心
の
ほ
う
が
よ
り
社
会
的
賞
賛
を

求
め
る
態
度
で
あ
り
、
そ
の
分
、
他
人
に

い

度
合
い
が
高
い
。
名
誉
心
が
自
ら
の
固
有
の
規
準
を
捨
て
て
完
全
に
他
人
の
規
準
に

む
な

ⅰ
隷
属
す
る
と
き
、
そ
れ
は
衰
弱
し
た
・
虚
し
い
・

ろ

名
誉
心
と
し
て
「
虚
栄
心
」
と
呼
ば
れ
る
。
注
1Ｍ・

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
「
名
誉

（W
ü

rde

）」
と
「
虚
栄
心
（E

itelkeit

）」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

厳
密
に
個
人
的
な
名
誉
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
名
誉
は
つ
ね
に
一
定
の
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
見�

本�

と
し
て
の
意
味
を
わ
れ
わ
れ
に
対
し

て
も
つ
。

め

名
誉
を
感
じ
る
こ
と

そ
れ
は
周
囲
の
世
界
の
評
価
の
眼
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
の
自
覚
し
た
価
値
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
し
た
が
っ
て
見
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
そ
れ
は
「
虚
栄
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（「
羞
恥
と
羞
恥
心
」『
シ
ェ
ー
ラ
ー
著
作

集
15
』
浜
田
義
文
訳
、
白
水
社
）

名
誉
心
が
「
自
分
の
自
覚
し
た
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
し
た
が
っ
て
見
る
こ
と
」
を
や
め
る
と
き
、
す
な
わ
ち

Ｘ

と
き
、
そ
れ
は
虚
栄
心
に
変
質
す
る
。
と
は
い
え
、
両
者
の
境
界
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。
名
誉
心
の
強
い
人
は
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
虚
栄
心
の
ほ
う

の

へ
傾
く
こ
と
に
気
づ
き
、
は
っ
と
し
て

は

名
誉
心
ヘ
戻
る
、
し
か
し
ふ
た
た
び
虚
栄
心
は
う
な
り
声
を
上
げ
て
名
誉
心
を
呑
み
込

た
く
ぼ
く

む
…
…
と
い
う
果
て
し
な
い
運
動
の
う
ち
に
も
だ
え
苦
し
む
。
石
川
啄
木
は
そ
ん
な
男
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
一
握
の
砂
』
よ
り
、
い
く
つ
か
拾
っ
て

み
る
。

甲
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問
八

線
部
エ
「
三
条
の
宮
と
六
条
院
と
に
参
り
て
御
覧
ぜ
ら
れ
た
ま
は
ぬ
日
な
し
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

41

。

①

夕
霧
は
一
日
も
欠
か
さ
ず
、
大
宮
と
光
源
氏
に
対
面
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

②

夕
霧
は
大
宮
と
光
源
氏
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
若
君
だ
と
毎
度
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

③

夕
霧
は
大
宮
を
見
舞
っ
た
後
、
必
ず
光
源
氏
の
所
へ
参
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

④

夕
霧
は
毎
日
ま
め
ま
め
し
く
、
大
宮
と
光
源
氏
に
顔
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

⑤

夕
霧
は
命
じ
ら
れ
た
と
お
り
、
す
ぐ
に
光
源
氏
の
所
か
ら
大
宮
の
屋
敷
に
戻
っ
た
こ
と
。

問
九

線
部
カ
「
な
か
な
か
少
し
疎
く
ぞ
あ
り
け
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

42

。

①

内
大
臣
と
大
宮
は
実
の
親
子
で
あ
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
昔
か
ら
相
当
に
こ
じ
れ
た
関
係
で
あ
る
こ
と
。

②

内
大
臣
と
夕
霧
は
親
子
で
あ
り
な
が
ら
、
別
の
屋
敷
に
暮
ら
し
て
い
て
普
段
か
ら
仲
が
よ
く
な
い
こ
と
。

③

内
大
臣
は
大
宮
か
ら
見
て
も
愚
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
む
し
ろ
孫
の
夕
霧
を
頼
り
に
し
て
い
る
こ
と
。

④

内
大
臣
は
大
宮
の
息
子
で
あ
り
な
が
ら
、
夕
霧
と
比
べ
て
大
宮
と
は
よ
そ
よ
そ
し
い
関
係
で
あ
る
こ
と
。

⑤

内
大
臣
は
年
老
い
て
勢
力
に
か
げ
り
が
見
え
る
母
大
宮
を
、
以
前
よ
り
お
ろ
そ
か
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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オ
「
か
く
て
も
の
し
た
ま
へ
る
こ
と
」

①

こ
う
し
て
見
舞
い
に
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
よ

②

こ
の
よ
う
に
独
り
で
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
よ

③

こ
れ
で
も
う
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
よ

④

こ
れ
ほ
ど
頑
丈
に
お
建
て
に
な
っ
た
建
物
だ
っ
た
こ
と
よ

⑤

こ
ん
な
に
無
事
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
よ

キ
「
あ
る
ま
じ
き
思
ひ
も
こ
そ
添
へ
」

①

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
る
け
れ
ど
も

②

あ
り
え
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
よ
う
に
な
る
と
大
変
だ

③

思
い
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
る
と
や
っ
か
い
だ

④

禁
じ
ら
れ
た
恋
心
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

⑤

二
人
の
女
性
を
恋
い
慕
う
よ
う
な
気
持
ち
が
芽
生
え
る
と
困
る

問
七

線
部
ウ
「
思
ひ
た
ま
へ
譲
り
て
な
む
」
と
光
源
氏
が
手
紙
に
書
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

40

。

①

忙
し
い
の
で
、
ち
ょ
う
ど
訪
ね
て
来
た
夕
霧
を
見
舞
い
に
行
か
せ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

②

前
に
控
え
て
い
る
夕
霧
を
使
い
に
出
す
だ
け
で
は
、
不
十
分
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

③

孫
の
夕
霧
を
見
舞
い
に
行
か
せ
る
ほ
う
が
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
。

④

見
舞
い
は
夕
霧
が
務
め
る
の
で
、
自
分
が
行
か
な
く
て
も
安
心
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

⑤

夕
霧
と
自
分
の
二
人
が
見
舞
い
に
訪
れ
る
と
、
騒
々
し
い
こ
と
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
。
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171

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�

はＤ
カ
イ
ム
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
世
間
のＥ
ケ
ン
エ
ツ
に
か
か
る
と
、
高
慢
、
尊
大
と
い
う
非
難
を
回
避
す
る
の
は
難
し
い
。

面
白
い
こ
と
に
、
社
会
的
プ
ラ
ス
の
価
値
に
基
づ
い
た
誇
り
は
相
当
注
意
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
国
で
は

ほ

。
し
か
し
、
こ
の
現

象
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
現
代
日
本
で
は
社
会
的
な
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
を
誇
る
言
葉
が
津
々
浦
々
に
ま
で
響
き
渡
っ
て
い
る
。

「
私
は
、
義
務
教
育
し
か
終
え
て
い
な
い
、
で
も
ま
じ
め
で
実
直
な
職
人
と
し
て
の
父
親
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
か
「
俺
は
、
美
人
で
は
な
く

教
養
も
な
い
け
れ
ど
、
女
手
一
つ
で
俺
を
育
て
て
く
れ
た
母
親
を
誇
り
に
思
う
」
と
い
う
宣
言
は
、
な
ん
と2
時
代
の
風
に
う
ま
く
乗
っ
て
い
る
こ
と

い
く
え

で
あ
ろ
う
か
。
人
の
耳
に
心
地
よ
く
響
き
、
誰
か
ら
も
非
難
ど
こ
ろ
か
幾
重
も
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
に
包
ま
れ
て
、
な
ん
と
安
泰
で
あ
る
こ
と
だ
ろ

う
か
。
だ
か
ら
、
人
々
は
こ
う
い
う
文
脈
で
誇
り
を
語
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

む
こ
う
だ
く
に
こ

注
4

向
田
邦
子
は
、
外
で
は
上
役
に
ヘ
イ
シ
ンＦ
テ
イ
ト
ウ
し
な
が
ら
家
庭
で
は
威
張
り
く
さ
り
、
し
か
し
そ
の
家
族
愛
が
伝
わ
っ
て
く
る
父
親
を
誇

り
に
思
っ
て
い
る
。
一
見
、
駄
目
男
に
見
え
な
が
ら
も
、
不
器
用
な
形
で
家
族
に
愛
情
を
注
ぎ
続
け
る
父
親
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
覚
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
注
5藤沢

周
平
も
ま
た
、
下
級
武
士
や
町
人
な
ど
名
も
な
い
実
直
な
人
々
を
描
き
続
け
る
。
彼
ら
は
、
み
ず
か
ら
の
生
き
方
の
「
美
し

さ
」
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

私
は

ｅ

こ
う
い
う
「
マ
イ
ナ
ス
の
誇
り
」
が
好
き
に
な
れ
な
い
。
そ
の
背
後
に
、
現
代
の
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
正
確

ひ

に
計
算
し
て
い
る
功
利
的
精
神
を
見
通
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
同
じ
人
が
、
学
歴
や
家
柄
な
ど
に
基
づ
く
社
会
的
に
プ
ラ
ス
の
誇
り
、
陽
の
当

た
る
場
所
に
い
る
人
の
誇
り
に
対
し
て
は
容
赦
な
く
冷
た
い
視
線
を
注
ぐ
。

た
と
え
マ
イ
ナ
ス
の
誇
り
で
も
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
強
烈
な
優
越
感
を
伴
っ
て
い
る
。
幾
分
不
器
用
で
、
実
直
で
、「
美
し
い
」
人
生
を
歩
ん
で
い

な
い
人
は
、
た
と
え
い
か
に
社
会
的
に
成
功
し
て
も
、
何
を
外
形
的
に
獲
得
し
て
も
、
人
間
と
し
て
劣
っ
て
い
る
、
と
い
う
確
固
た
る
価
値
観
に
基

づ
くⅱ
通
奏
低
音
が
そ
こ
に
響
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

な
か
じ
ま
よ
し
み
ち

（
中
島
義
道
『
差
別
感
情
の
哲
学
』
に
よ
る
）
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す
さ

い
列
が
で
き
、
用
を
足
し
て
い
る
者
を
蹴
落
と
し
て
穴
に
し
ゃ
が
む
の
だ
と
い
う
。
そ
の
臭
気
は
凄
ま
じ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
光
景
は
悲
惨

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
毎
日
続
く
の
だ
。
こ
う
い
う
場
合
、「
人
間
と
し
て
の
誇
り
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
っ
と
口
を
つ
い
て
く
る
。
そ
し

へ
ん
り
ん

て
、
そ
の
意
味
は
き
わ
め
て
明
瞭
な
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
優
越
感
や
高
慢
の
片
鱗
も
な
い
の
だ
。

注
3カン

ト
は
自
他
の
う
ち
に
あ
る
「
人
間
性
（M

en
sch

h
eit

）」
を
尊
敬
せ
よ
と
言
う
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
人
間
の
動
物
的
側
面
を
含
め
た
理
性
的

存
在
者
と
し
て
の
人
間
を
そ
の
ま
ま
尊
敬
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
性
的
存
在
者
で
あ
る
側
面
の
人
間
を
尊
敬
せ
よ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

理
性
的
存
在
者
で
あ
り
か
つ
動
物
で
あ
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
居
心
地
の
悪
い
人
間
存
在
を
尊
敬
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ビ
ル
ケ
ナ

は
い
せ
つ

ウ
で
私
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
よ
う
に
、1
排
泄
と
か
性
交
と
い
っ
た
動
物
性
が
前
面
に
出
て
く
る
場
合
に
こ
そ
、「
人
間
と
し
て
の
誇
り
」
に
対
す

る
配
慮
が
必
要
な
の
だ
。
誇
り
は
、
こ
う
い
う
場
合
の
み
純
粋
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
優
越
感
や
高
慢
と
は
遠
く
離
れ
た
純
粋
な
肯
定
的

感
情
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
の
み
「
誇
り
」
は
そ
の
う
ち
に
い
か
な
る
優
越
感
も
混
じ
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
い
か
な
る
優
越
感
を
も
抱
く
余
裕
が
な
い
と

い
う
意
味
で
、「
純
粋
」
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
う
い
う
場
合
で
な
い
の
に
、
誇
り
が
完
全
な
プ
ラ
ス
の
価
値
と
し
て
語
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
誇
り
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
な
が
ら
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
他
人
と
の
比
較
に
よ
る
優
越
感
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ｃ

日
本
人
が

西
洋
人
か
ら
軽
蔑
さ
れ
た
と
き
に
、「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
っ
と
口
を
つ
い
て
く
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
は
西
洋

人
と
ゴＢ
カ
ク
な
の
だ
と
い
う
意
識
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

ｄ

、
他
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
と
は
違
う
の
だ
と
い
う
意
識
さ
え
う

ご
め
い
て
い
る
。（
中
略
）
武
士
と
し
て
の
誇
り
、
旗
本
と
し
て
の
誇
り
、
江
戸
っ
子
と
し
て
の
誇
り
な
ど
、
誇
り
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
場
合

を
反
省
し
て
み
る
と
、
す
べ
て
が
（
少
な
く
と
もＣ
セ
ン
ザ
イ
的
な
）
下
位
の
他
者
に
対
す
る
優
越
感
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
よ
う
な
極
限
状
況
を
除
き
、
何
事
か
を
誇
り
に
思
う
人
は
高
慢
や
優
越
感
に
浸
り
な
が
ら
そ
れ
を
押
し
隠
し

て
い
る
か
、
そ
れ
と
無
縁
で
あ
る
と
思
い
込
む

に

か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

現
代
日
本
社
会
に
眼
を
移
す
と
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
的
な
プ
ラ
ス
の
価
値
に
基
づ
い
て
誇
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

有
名
大
学
卒
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
と
か
、
大
会
社
の
重
役
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
と
か
、
旧
華
族
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
、
…
…
と
い
う
言
い
方

4

念
校
紙― 3 ―

3

Ａ2（国）

２３２２０４ Page 3 2022.12.12 16.53.51

２３２２０４_3

�
�

�
�

�
�

�
�

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

シ
ュ
ウ
ジ
ン
カ
ン
シ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

中
国
の
古
美
術
品
を
カ
ン
テ
イ
す
る
。

②

甚
大
な
事
故
か
ら
危
機
一
髪
セ
イ
カ
ン
し
た
。

③

ジ
ュ
ン
カ
ン
型
社
会
実
現
へ
の
挑
戦
。

ろ
う

④

座
敷
牢
に
長
期
間
カ
ン
キ
ン
さ
れ
る
。

⑤

大
人
の
言
動
の
矛
盾
を
カ
ン
パ
す
る
。

Ｂ

2

ゴ
カ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
��
�

①

入
学
後
め
き
め
き
ト
ウ
カ
ク
を
現
す
。

②

チ
カ
ク
変
動
に
よ
る
標
高
の
変
化
。

③

京
都
市
の
ガ
イ
カ
ク
団
体
に
就
職
し
た
。

④

カ
ク
シ
キ
の
高
い
家
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
。

⑤

イ
カ
ク
射
撃
に
よ
っ
て
警
告
す
る
。

Ｃ

3

セ
ン
ザ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

セ
ン
パ
ク
な
知
識
に
よ
る
誤
っ
た
理
解
。

②

理
由
を
深
く
セ
ン
サ
ク
す
る
に
は
及
ば
な
い
。

③

幼
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
セ
ン
レ
イ
を
受
け
た
。

④

毎
晩
深
夜
に
な
る
と
詩
作
に
チ
ン
セ
ン
す
る
。

⑤

友
人
た
ち
の
セ
ン
ボ
ウ
の
的
と
な
る
。
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注
1

Ｍ
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
＝
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
（
一
八
七
四
年
〜
一
九
二
八
年
）。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
社
会
学
者
。

注
2

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九
年
〜
一
九
四
五
年
）
中
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
占
領
地
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部

に
設
置
し
た
強
制
収
容
所
。
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
に
対
す
る
大
量
虐
殺
が
組
織
的
に
行
わ
れ
た
。

注
3

カ
ン
ト
＝
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
年
〜
一
八
〇
四
年
）。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。

注
4

向
田
邦
子
＝
日
本
の
小
説
家
・
脚
本
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
（
一
九
二
九
年
〜
一
九
八
一
年
）。
問
題
文
に
触
れ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
代
表

わ

的
エ
ッ
セ
イ
『
父
の
詫
び
状
』（
一
九
七
八
年
）。

注
5

藤
沢
周
平
＝
日
本
の
小
説
家
（
一
九
二
七
年
〜
一
九
九
七
年
）。
時
代
小
説
を
得
意
と
し
た
。
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170

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
五

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
表
現
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

19

。

①

無
自
覚
な
自
分
の
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
見
る

②

外
面
化
し
た
自
分
の
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
見
る

③

自
他
を
折
衷
し
た
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
見
る

④

他
者
に
拡
張
し
た
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
見
る

⑤

完
全
に
他
人
の
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
見
る

問
六

甲

・

乙

に
は
、
石
川
啄
木
の
短
歌
が
引
用
さ
れ
ま
す
（
／
は
原
文
の
改
行
を
意
味
し
ま
す
）。
そ
れ
ぞ
れ
に

入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

甲

が

20

、

乙

が

21

。

も
と

①

負
け
た
る
も
我
に
て
あ
り
き
／
あ
ら
そ
ひ
の
因
も
我
な
り
し
と
／
今
は
思
へ
り

ひ
よ
う
ぜ
ん

い

②

飄
然
と
家
を
出
で
て
は
／
飄
然
と
帰
り
し
癖
よ
／
友
は
わ
ら
へ
ど

③

人
並
の
才
に
過
ぎ
ざ
る
／
わ
が
友
の
／
深
き
不
平
も
あ
は
れ
な
る
か
な

④

死
に
し
と
か
こ
の
ご
ろ
聞
き
ぬ
／
恋
が
た
き
／
才
あ
ま
り
あ
る
男
な
り
し
が

⑤

芸
事
も
顔
も
／
か
れ
よ
り
優
れ
た
る
／
女
あ
し
ざ
ま
に
我
を
言
へ
り
と
か

⑥

一
度
で
も
我
に
頭
を
下
げ
さ
せ
し
／
人
み
な
死
ね
と
／
い
の
り
て
し
こ
と

⑦

へ
つ
ら
ひ
を
聞
け
ば
／
腹
立
つ
わ
が
こ
こ
ろ
／
あ
ま
り
に
我
を
知
る
が
か
な
し
き

な
お

⑧

は
た
ら
け
ど
／
は
た
ら
け
ど
猶
わ
が
生
活
楽
に
な
ら
ざ
り
／
ぢ
っ
と
手
を
見
る

4
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�
�

問
四

線
部
ⅰ
「
隷
属
」、
ⅱ
「
通
奏
低
音
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ⅰ
が

17

、
ⅱ
が

18

。

ⅰ
「
隷
属
」

�����������

①

他
の
支
配
を
受
け
て
、
そ
の
言
い
な
り
に
な
る
こ
と
。

②

他
の
集
団
に
属
し
て
、
そ
の
集
団
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

③

他
の
す
ぐ
れ
た
点
を
見
て
、
自
ら
に
取
り
い
れ
る
こ
と
。

④

あ
る
集
団
の
支
配
を
逃
れ
て
、
他
の
集
団
に
移
る
こ
と
。

⑤

自
ら
主
体
的
に
考
え
ず
、
他
者
に
す
べ
て
を
委
ね
る
こ
と
。

ⅱ
「
通
奏
低
音
」

�����������

①

目
立
た
な
い
な
が
ら
も
決
し
て
覆
せ
な
い
、
意
志
や
信
念
の
た
と
え
。

②

最
低
限
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
の
た
と
え
。

③

普
遍
的
に
通
用
す
る
、
意
見
や
判
断
の
た
と
え
。

④

常
に
底
流
と
し
て
あ
る
、
考
え
や
主
張
の
た
と
え
。

⑤

高
き
か
ら
低
き
に
流
れ
る
、
自
然
な
推
移
や
変
遷
の
た
と
え
。
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問
二

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

7

、

ろ

が

8

、

は

が

9

、

に

が

10

、

ほ

が

11

。

い
〔

①

信
頼
さ
れ
る

②

依
存
す
る

③

足
元
を
見
ら
れ
る

④

強
制
す
る

⑤

恩
を
売
る

〕

ろ
〔

①

シ
ニ
カ
ル
な

②

巧
妙
な

③

マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

④

露
悪
的
な

⑤

卑
劣
な

〕

は
〔

①

腹
を
く
く
っ
て

②

大
手
を
振
っ
て

③

肩
を
そ
び
や
か
し
て

④

足
を
ひ
き
ず
っ
て

⑤

口
を
す
ぼ
め
て

〕

ぎ
ま
ん

す
べ

に
〔

①

欺
瞞
に
陥
っ
て
い
る

②

術
を
失
っ
て
い
る

③

特
権
を
得
て
い
る

あ
ら
が

④

覚
悟
を
決
め
か
ね
て
い
る

⑤

自
我
に
抗
っ
て
い
る

〕

ほ
〔

①

称
揚
さ
れ
か
ね
な
い

②

故
な
し
と
し
な
い

③

容
認
さ
れ
え
な
い

④

支
持
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い

⑤

疑
う
べ
く
も
な
い

〕

問
三

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

12

、

ｂ

が

13

、

ｃ

が

14

、

ｄ

が

15

、

ｅ

が

16

。

①

た
と
え

②

も
は
や

③

さ
ら
に
は

④

し
か
し

⑤

ど
う
も

⑥

そ
れ
よ
り

4
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�
�

�
�

�
�

Ｄ

4

カ
イ
ム

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

当
局
の
カ
イ
ニ
ュ
ウ
に
よ
り
計
画
は
挫
折
し
た
。

②

死
ぬ
ま
で
ぬ
ぐ
え
な
い
カ
イ
コ
ン
の
念
。

③

七
年
ぶ
り
の
カ
イ
キ
日
食
を
観
察
す
る
。

④

ダ
ン
カ
イ
の
世
代
が
徐
々
に
引
退
を
迎
え
る
。

⑤

ハ
カ
イ
に
よ
り
宗
門
を
追
わ
れ
る
。

Ｅ

5

ケ
ン
エ
ツ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

イ
ン
ケ
ン
な
性
格
で
友
人
ら
か
ら
疎
ま
れ
た
。

②

レ
イ
ゲ
ン
あ
ら
た
か
な
神
社
で
の
合
格
祈
願
。

③

そ
の
独
裁
者
は
人
々
に
悪
の
ゴ
ン
ゲ
と
呼
ば
れ
た
。

④

交
通
違
反
で
た
び
た
び
ケ
ン
キ
ョ
さ
れ
る
。

⑤

不
景
気
ゆ
え
キ
ン
ケ
ン
な
生
活
を
心
が
け
る
。

Ｆ

6

ヘ
イ
シ
ン
テ
イ
ト
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

出
版
し
た
自
著
を
先
生
に
シ
ン
テ
イ
す
る
。

②

浪
費
に
よ
っ
て
貯
金
は
フ
ッ
テ
イ
し
た
。

う
そ

③

噓
と
い
う
も
の
は
タ
イ
テ
イ
暴
か
れ
る
。

④

深
い
テ
イ
ネ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
人
生
観
。

⑤

長
く
テ
イ
メ
イ
し
た
経
済
が
好
転
す
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
九

線
部
2
「
時
代
の
風
」
と
は
ど
の
よ
う
な
風
潮
を
意
味
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

24

。

①

社
会
的
成
功
者
の
心
に
隠
さ
れ
た
高
慢
や
尊
大
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
注
目
を
集
め
よ
う
と
す
る
風
潮
。

②

自
ら
を
卑
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
な
が
ら
実
は
隠
さ
れ
た
誇
り
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
風
潮
。

③

社
会
的
に
プ
ラ
ス
の
価
値
を
誇
る
こ
と
に
厳
し
く
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
に
優
し
い
風
潮
。

④

優
し
い
ま
な
ざ
し
に
包
ま
れ
た
世
界
で
、
人
の
学
歴
や
容
貌
な
ど
を
問
題
と
し
な
い
風
潮
。

⑤

社
会
的
成
功
を
拒
ん
で
、
家
族
を
尊
敬
し
職
業
的
倫
理
観
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
風
潮
。
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ろ
ま
ん

問
七

歌
集
『
一
握
の
砂
』
の
作
者
で
あ
る
石
川
啄
木
は
、
初
め
『
明
星
』
誌
上
で
そ
の
文
学
的
才
能
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
浪
漫
主
義
文
学

の
中
心
と
な
っ
た
同
誌
で
活
動
し
た
詩
人
や
歌
人
と
し
て
適
当
で�

は�

な�

い�

人
物
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
人
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

22

。

①

正
岡
子
規

②

与
謝
野
鉄
幹

③

高
村
光
太
郎

④

与
謝
野
晶
子

⑤

北
原
白
秋

問
八

線
部
1
「
排
泄
と
か
性
交
と
い
っ
た
動
物
性
が
前
面
に
出
て
く
る
場
合
に
こ
そ
、「
人
間
と
し
て
の
誇
り
」
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
な

の
だ
」
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

23

。

①

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
巧
妙
に
隠
蔽
さ
れ
た
優
越
感
が
か
け
ら
も
な
い
た
め
、
き
わ
め

て
居
心
地
の
悪
い
人
間
存
在
に
敬
意
を
払
う
必
要
が
生
じ
る
か
ら
。

②

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
間
が
一
方
で
理
性
的
存
在
者
で
あ
る
こ
と
が
省
み
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
当
然
そ
れ
も
合
わ
せ
た
人

間
存
在
を
そ
の
ま
ま
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

③

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
誇
り
が
完
全
な
プ
ラ
ス
の
価
値
と
し
て
語
ら
れ
る
べ
き
極
限
状
態
で
あ
る
た
め
、
カ
ン
ト
が
言
う
よ
う
に
自
他

の
「
人
間
性
」
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

④

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
間
も
ま
た
動
物
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
過
剰
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
逆
に
「
純
粋
」
な
誇
り
を
見

直
す
き
っ
か
け
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

⑤

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
間
が
本
来
も
つ
動
物
に
対
す
る
優
位
性
が
強
制
的
に
放
棄
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
理
性
的
存
在
者
た
る
人
間
の

尊
厳
を
と
り
戻
す
た
め
の
気
遣
い
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
。
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�
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二
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

26

〜

41

。

か
け

め
ど
り

里
中
に
鳴
く
な
る
鶏
も
、「
雌
鶏
の
暁
を
と
な
ふ
る
は
、ア
国
の
あ
や
し
き
こ
と
に
な
ん
す
る
」
と
言
へ
り
。
す
べ
て
、「
女
の
あ
ま
り
に
も
の
言

ひ
、
注
1さい

ま
く
る
は
憎
き
も
の
」
と
か
言
ひ
置
き
つ
る
た
め
し
も
は
づ
か
し
け
れ
ど
、
さ
す
が
にイ
思
ひ
注
2なが

ら
の
橋
柱
、
心
の
内
に
て
朽
ち
果
て
ぬ

べ
き
わ
ざ
に
し
も
あ
ら
じ
か
し
。

ひ
ひ
な

う
た
ざ
う
し

ａ
い
は
け
な
き
繭
ご
も
り
の
ほ
ど
よ
り
、
た
ら
ち
ね
の
親
の
い
さ
め
に
て
、
雛
遊
び
の
調
度
に
も
、
た
だ
歌
草
紙
を
の
み
も
て
遊
び
、
生
ひ
さ
き

う
ち

め

こ
も
れ
る
窓
の
中
に
て
、
こ
れ
を
ま
な
ぶ
よ
り
ほ
か
の
こ
と
な
か
り
し
か
ば
、
今
注
3あだ

波
の
寄
る
辺
に
品
定
ま
り
て
、
海
布
刈
り
塩
焼
きウ
い
と
ま
な

を
の

す
ぐ
ろ
く

き
世
の
こ
と
わ
ざ
の
ひ
ま
ひ
ま
に
も
、
人
の
世
に
注
4

斧
の
柄
を
だ
に
朽
た
す
と
言
ふ
め
る
碁
・
双
六
な
ど
に
は
さ
し
てｂ
心
も
ゆ
か
ず
、
あ
る
は
更
け
ゆ

と
も
し
び

か
か

こ
と

く
月
に
向
か
ひ
て
も
、
灯
火
を
挑
げ
尽
く
し
て
も
、
書
き
写
し
、
読
み
試
み
る
よ
りエ
他
な
る
す
さ
び
も
は
べ
ら
ぬ
に
、
こ
の
ご
ろⅰ
あ
る
人
の
も
と
よ

い

を
み
な
へ
し

り
借
り
出
で
に
け
る
女
郎
花
と
い
ふ
草
紙
は
、
源
氏
・

Ｘ

な
ど
や
う
に
名
高
き
も
の
と
は
聞
こ
え
ね
ど
、
古
き
女
の
歌
、
さ
な
ら
ぬ
言
の

め

わ
ら
は

葉
を
も
書
き
連
ね
つ
つ
、
ひ
と
へ
に
我
が
ど
ち
の
女
の
童
に
戒
め
を
垂
れ
き
こ
え
つ
る
、
い
づ
れ
の
御
時
、
い
か
な
る
人
の
作
り
た
ま
へ
る
と
い
ふ

こ
と
も
知
り
は
べ
らＡ
ね
ど
、
た
だ
そ
のｃ
こ
と
わ
り
の
あ
は
れ
に
め
づ
ら
か
に
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
例
の
、
写
し
と
ど
め
ん
と
し
は
べ
る
に
、
そ
の
本
、

ま
さ
ご

こ
と

ｄ
あ
や
し
き
手
に
て
書
き
に
た
れ
ば
、
た
だ
浦
千
鳥
の
注
5跡と

の
み
見
え
て
、オ
浜
の
真
砂
読
み
知
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
所
々
半
ば
過
ぎ
て
は
べ
る
に
、
他
本

か
う
が

た
ぐ
ひ

を
も
求
め
ま
し
か
ば
よ
く
注
6
勘
へ
あ
ら
た
め
て
も
あ
りＢ
な
ま
し
を
、
ま
たカ
類
を
も
さ
し
あ
た
り
て
は
え
得
ま
じ
か
り
け
れ
ば
、「
よ
し
、
と
も
か
く
も

た
が

と
が

あ
れ
、
こ
の
草
紙
の
趣
に
だ
に
違
は
ず
は
、
さ
ば
か
り
の
咎
あ
る
べ
き
に
も
あ
ら
じ
」
と
、ⅱ
は
か
な
き
女
の
ひ
と
へ
心
に
注
7かい

思
ひ
取
り
て
、
か
の

見
集
め
置
き
つ
る
も
の
の
中
よ
り
、
な
ほ
目
と
ど
む
べ
か
り
け
る
こ
と
ど
も
を
、
注
8秋野

の
虫
と
選
び
取
り
て
、
注
9木々

の
落
葉
と
書
き
混
じ
へ
は
べ
り

し
。

い

せ

ご

も
ろ
こ
し
の
注
10列女
伝
も
、ⅲ
後
の
人
書
き
添
へ
つ
。
こ
の
国
の
伊
勢
物
語
も
、
注
11伊勢
の
御
の
筆
加
へ
つ
る
、
そ
の
類
も
あ
ま
た
は
べ
るＣ
に
や
。
か
く

ひ
と
こ
と

ほ

い

ｅ
そ
こ
ば
く
書
き
加
へ
た
る
中
の
一
言
に
て
も
、ⅳ
心
あ
ら
ん
人
の
目
と
ま
る
節
は
べ
り
て
、
こ
の
草
紙
作
り
た
ま
ひ
しⅴ
も
と
つ
人
の
、
本
意
失
はＤ
ぬ
や

か
ろ

か
ぢ

う
も
は
べ
りＥ
ね
か
し
。
我
が
か
く
も
の
言
ひ
さ
が
な
きＦ
に
似
た
る
罪
少
し
軽
め
は
べ
ら
ん
と
よ
、

Ｙ

た
な
ば
た
の
こ
ろ
、
注
12
梶
の
葉
に
な
ぞ
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問
十

問
題
文
に
お
け
る
「
誇
り
」
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
と
し
て
適
当
で�

は�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

25

。

①

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
け
る
「
人
間
と
し
て
の
誇
り
」
と
、
藤
沢
周
平
の
描
く
「
下
級
武
士
の
誇
り
」
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
で
あ
る
。

そ
れ
は
後
者
が
、
実
直
さ
や
自
ら
の
生
き
方
の
「
美
し
さ
」
に
つ
い
て
の
優
越
感
と
い
う
、
他
者
と
の
比
較
に
基
づ
く
感
情
を
含
み
も
つ
か

ら
で
あ
る
。

②
「
誇
り
」
は
、
自
ら
よ
り
も
劣
っ
た
対
象
と
の
比
較
に
よ
る
優
越
感
が
前
提
と
な
る
以
上
、
世
間
か
ら
は
そ
の
高
慢
や
尊
大
さ
を
批
判
さ

れ
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
何
ら
か
の
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
を
誇
ら
な
い
限
り
は
、
完
全
な
プ
ラ
ス
の
価
値
と
し
て
語
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

③
「
誇
り
」
は
、
社
会
的
賞
賛
を
求
め
る
「
名
誉
心
」
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
他
者
に
対
す
る
優
越
感
や
高
慢
が
抜
き
が
た
く
つ
き
ま
と

う
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
よ
う
な
「
人
間
性
」
を
否
定
さ
れ
る
極
限
状
態
に
お
い
て
の
み
は
、
純
粋
な
も
の
と
し
て
存
在

し
う
る
。

④
「
〇
〇
と
し
て
の
誇
り
」
と
言
う
時
、
通
常
は
〇
〇
以
外
の
他
者
に
対
す
る
優
越
感
が
前
提
と
な
る
も
の
だ
が
、
時
に
は
〇
〇
と
い
う
属

も
く
ろ

性
が
普
遍
的
に
有
す
る
と
は
限
ら
な
い
価
値
観
を
持
ち
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
場
合
が
あ
る
。

⑤
「
マ
イ
ナ
ス
の
誇
り
」
に
せ
よ
「
プ
ラ
ス
の
誇
り
」
に
せ
よ
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
価
値
観
に
基
づ
く
他
者
へ
の
優
越
感
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
前
者
は
、
傲
岸
と
い
う
世
間
か
ら
の
非
難
を
回
避
し
つ
つ
、
実
の
と
こ
ろ
そ
の
感
情
を
隠
匿
し
た
り
、
な
い
と
思

い
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

問
二

線
部
Ａ
〜
Ｆ
に
つ
い
て
、
Ｅ
「
ね
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

32

。

①

Ａ
「
ね
」

②

Ｂ
「
な
」

③

Ｃ
「
に
」

④

Ｄ
「
ぬ
」

⑤

Ｆ
「
に
」

問
三

Ｘ

に
は
、『
源
氏
物
語
』
の
影
響
を
受
け
、
平
安
時
代
の
後
期
に
書
か
れ
た
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
名
前
が
入
り
ま
す
。

Ｘ

に
入
る
作
品
名
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

33

。

①

伊
勢
物
語

②

う
つ
ほ
物
語

③

栄
花
物
語

④

狭
衣
物
語

⑤

平
家
物
語

問
四

Ｙ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34

。

①

水
無
月

②

文
月

③

葉
月

④

長
月

⑤

神
無
月

問
五

線
部
ⅰ
〜
ⅴ
の
う
ち
、
こ
の
文
章
を
書
い
た
人
物
を
指
し
て
い
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

35

。

①

ⅰ
「
あ
る
人
」

②

ⅱ
「
は
か
な
き
女
」

③

ⅲ
「
後
の
人
」

④

ⅳ
「
心
あ
ら
ん
人
」

⑤

ⅴ
「
も
と
つ
人
」

問
六

線
部
ア
「
国
の
あ
や
し
き
こ
と
に
な
ん
す
る
」、
ウ
「
い
と
ま
な
き
世
の
こ
と
わ
ざ
」、
カ
「
類
を
も
さ
し
あ
た
り
て
は
え
得
ま
じ
か
り

け
れ
ば
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
ア
が

36

、
ウ
が

37

、
カ
が

38

。

ア
「
国
の
あ
や
し
き
こ
と
に
な
ん
す
る
」

①

国
中
の
人
々
が
不
思
議
な
こ
と
だ
と
す
る

②

国
に
卑
し
い
人
が
多
い
こ
と
だ
と
す
る

③

国
の
名
誉
を
損
な
う
こ
と
だ
と
す
る

④

国
民
が
豊
か
に
な
る
前
兆
だ
と
す
る

⑤

国
家
に
と
っ
て
異
常
事
態
だ
と
す
る

4
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ｄ

29

「
あ
や
し
き
手
」

�����������

げ
せ
ん

①

下
賤
な
者
の
手
書
き

②

質
の
悪
い
安
物
の
筆

③

誰
か
わ
か
ら
な
い
筆
跡

④

無
気
味
な
字
体

⑤

見
苦
し
い
下
手
な
文
字

ｅ

30

「
そ
こ
ば
く
」

�����������

①

あ
ち
こ
ち

②

こ
っ
そ
り

③

た
く
さ
ん

④

何
と
な
く

⑤

引
き
続
き

ｆ

31

「
す
ず
ろ
に
」

�����������

①

一
所
懸
命
に

②

思
う
存
分
に

け
い
け
ん

③

敬
虔
な
気
持
ち
で

④

人
の
ま
ね
を
し
て

⑤

む
や
み
や
た
ら
に

4
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�
�

問
一

線
部
ａ
〜
ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

26

〜

31

。

ａ

26

「
い
は
け
な
き
」

�����������

①

生
ま
れ
る
前
の

②

幼
い

③

か
わ
い
ら
し
い

④

分
別
の
な
い

⑤

物
心
の
つ
い
た

ｂ

27

「
心
も
ゆ
か
ず
」

�����������

①

落
ち
着
か
ず

②

気
が
つ
か
ず

③

熱
中
せ
ず

④

満
足
せ
ず

⑤

理
解
せ
ず

ｃ

28

「
こ
と
わ
り
」

�����������

①

拒
絶

②

裁
定

③

詞
章

④

道
理

⑤

理
由

4
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�
�
�
�

ら
へ
てｆ
す
ず
ろ
に
書
き
散
ら
し
つ
。

（『
女
郎
花
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

さ
い
ま
く
る
＝
で
し
ゃ
ば
る
。

な
が
ら

注
2

な
が
ら
の
橋
柱
＝
長
柄
の
橋
の
橋
脚
。
古
く
て
壊
れ
た
も
の
の
た
と
え
。

注
3

あ
だ
波
の
寄
る
辺
に
品
定
ま
り
＝
結
婚
す
る
こ
と
。

注
4

斧
の
柄
を
だ
に
朽
た
す
＝
長
い
時
間
が
経
過
す
る
。

注
5

跡
＝
足
跡
。
鳥
の
足
跡
は
筆
跡
に
た
と
え
ら
れ
る
。

注
6

勘
へ
＝
文
章
を
比
べ
て
考
え
る
。

注
7

か
い
思
ひ
取
り
て
＝
「
か
い
」
は
意
味
を
強
め
、
語
調
を
整
え
る
接
頭
語
。

注
8

秋
野
の
虫
と
選
び
取
り
て
＝
虫
を
捕
ま
え
る
よ
う
に
選
び
採
っ
て
。

注
9

木
々
の
落
葉
＝
か
き
集
め
る
こ
と
の
た
と
え
。

注
10

列
女
伝
＝
前
漢
時
代
に
編
ま
れ
た
、
女
性
の
伝
記
を
集
め
た
書
物
。

注
11

伊
勢
の
御
＝
平
安
時
代
前
期
の
歌
人
。

注
12

梶
の
葉
＝
葉
に
和
歌
を
書
い
て
星
に
手
向
け
る
風
習
が
あ
っ
た
。

4
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167

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
八

線
部
エ
「
他
な
る
す
さ
び
も
は
べ
ら
ぬ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

40

。

①

親
の
忠
告
に
従
っ
て
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
も
っ
ぱ
ら
歌
草
紙
ば
か
り
に
心
を
寄
せ
、
た
だ
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
し
て
き
た
か
ら
。

②

碁
や
双
六
は
斧
の
柄
が
腐
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
点
が
、
子
ど
も
な
が
ら
に
良
く
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。

③

人
形
遊
び
と
歌
草
紙
を
読
む
こ
と
だ
け
は
親
か
ら
許
さ
れ
て
い
た
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
人
形
遊
び
に
は
飽
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

④

母
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
大
人
に
な
っ
た
ら
や
る
つ
も
り
で
い
た
碁
や
双
六
も
、
結
婚
後
は
す
る
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
た
か
ら
。

⑤

夜
更
け
の
月
を
眺
め
て
も
特
に
心
引
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
な
じ
ん
で
い
る
歌
草
紙
を
読
む
ほ
う
が
気
楽
だ
か
ら
。

問
九

線
部
オ
「
浜
の
真
砂
読
み
知
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
所
々
半
ば
過
ぎ
て
は
べ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

41

。

①

意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
文
様
の
よ
う
な
字
が
、
浜
辺
の
砂
の
よ
う
に
無
数
に
あ
る
こ
と
。

②

浦
千
鳥
の
歌
は
す
ぐ
理
解
で
き
る
が
、
浜
辺
の
砂
の
歌
は
半
分
以
上
が
意
味
不
明
な
こ
と
。

③

浦
千
鳥
や
浜
辺
の
砂
を
題
に
し
て
詠
ん
だ
難
解
な
歌
が
、
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

④

浜
辺
の
砂
の
歌
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
斬
新
な
歌
が
半
数
以
上
あ
る
こ
と
。

⑤

浜
辺
の
砂
の
数
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
見
て
も
わ
か
ら
な
い
字
が
半
分
以
上
あ
る
こ
と
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

4
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ウ
「
い
と
ま
な
き
世
の
こ
と
わ
ざ
」

①

数
多
く
あ
る
有
意
義
な
格
言

②

多
忙
な
日
々
の
生
活
の
用
務

③

頻
繁
に
催
さ
れ
る
年
中
行
事

④

毎
日
書
く
日
々
の
生
活
記
録

⑤

全
く
余
裕
の
無
い
生
活
資
金

カ
「
類
を
も
さ
し
あ
た
り
て
は
え
得
ま
じ
か
り
け
れ
ば
」

①

同
じ
よ
う
な
趣
味
の
人
も
さ
し
つ
か
え
が
あ
っ
て
見
つ
か
り
そ
う
に
な
い
の
で

②

同
じ
よ
う
な
内
容
の
こ
れ
と
は
別
の
本
も
当
面
は
入
手
出
来
そ
う
に
な
い
の
で

③

似
た
よ
う
な
本
を
持
っ
て
い
る
人
も
し
ば
ら
く
見
つ
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
の
で

④

似
た
よ
う
な
筆
跡
の
本
も
今
で
は
な
か
な
か
手
に
入
れ
ら
れ
そ
う
に
な
い
の
で

⑤

同
じ
よ
う
な
話
を
集
め
て
比
較
す
る
機
会
も
当
座
は
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
の
で

問
七

線
部
イ
「
思
ひ
な
が
ら
の
橋
柱
、
心
の
内
に
て
朽
ち
果
て
ぬ
べ
き
わ
ざ
に
し
も
あ
ら
じ
か
し
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

39

。

①

言
わ
ず
に
心
の
中
に
こ
め
て
思
い
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
う
ち
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
。

②

女
の
口
数
が
多
い
の
は
憎
ま
れ
る
こ
と
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
心
の
中
に
秘
め
て
黙
っ
て
い
る
の
は
堪
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

③

長
い
間
口
に
出
さ
ず
思
い
を
晴
ら
さ
ず
に
い
る
と
、
心
中
で
積
も
り
積
も
っ
て
や
り
場
の
な
い
気
分
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

④

長
柄
の
橋
柱
は
い
つ
ま
で
も
こ
の
世
に
あ
り
続
け
る
が
、
黙
し
た
人
の
思
い
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

⑤

古
く
か
ら
あ
る
長
柄
の
橋
柱
の
よ
う
に
、
長
い
時
間
が
経
て
ば
口
に
出
さ
ず
と
も
思
い
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

4
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崎
潤
一
郎
氏
の
中
期
以
後
の
作
品
の
魅
惑
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
谷
崎
氏
の
作
品
を
通
じ
、
ま
た
そ
の
「
文
章
読
本
」
を
通
じ
て
、
私
は
日
本
古
典

に
対
す
る
コ
ウＤ
キ
の
目
を
ひ
ら
か
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
少
年
期
と
注
3戦争

と
は
重
な
っ
て
い
る
か
ら
、
当
時
の
注
4日本

主
義
が
幾
分
私
の
国
文
学
熱
を
高
め
た
こ
と
は
争
え
な
い
。
時
代
の
影
響
も
あ
り
、

ま
た
、
つ
む
じ
曲
り
のＥ
セ
イ
ヘ
キ
の
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
私
は
、
高
等
学
生
の

は

の
教
養
体
系
、
注
5西田

幾
多
郎
の
「
善
の
研
究
」、

わ
つ
じ

あ

べ

和
辻
哲
郎
の
「
風
土
」「
倫
理
学
」、
阿
部
次
郎
の
「
三
太
郎
の
日
記
」
な
ど
の
必
読
書
に
縛
ら
れ
た
知
的
注
6コン

フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
ー
が
が
ま
ん
な
ら
な

か
っ
た
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
私
に
は
根
強
い
知
識
人Ｆ
ケ
ン
オ
が
あ
る
が
、
そ
の
根
は
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
少
年
期
の
ヘ
ソ
曲
り
に
源
し
て
い
る
に

ち
が
い
な
い
。

ｃ

、
独
学
で
読
み
や
す
い
近
世
文
学
な
ど
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
私
は
注
7清水

文
雄
先
生
と
い
う
師
を
得
て
、
先
生
の
専
門
の

「
和
泉
式
部
日
記
」
か
ら
は
じ
め
て
、
王
朝
文
学
の
世
界
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
む
ず
か
し
さ
が
、
な
お
の
こ
と
少
年
の
知
的

に

を
挑
発
し
た
。
そ
れ
か
ら
先
生
の
属
す
る
同
人
雑
誌
「
文
芸
文
化
」
に
寄
稿
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
よ
い
が
、
昭
和
十

九
年
に
出
版
さ
れ
た
処
女
短
編
集
「
花
ざ
か
り
の
森
」
に
は
、

ｄ

国
文
学
の
よ
い
影
響
ば
か
り
がⅱ
全
幅
的
に
出
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。
そ
こ
に
は
老
成
ぶ
っ
た
少
年
の
、
趣
味
的
な
擬
古
典
主
義
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ｅ

あ
と
に
な
っ
て
み
る
と
戦
争
中
の
少
年
期
に
私
が
親
し
ん
だ
古
典
の
う
ち
、
最
も
私
に
本
質
的
な
影
響
を
与
え
、
ま
た
最
も
私

の
本
質
と

ほ

し
て
い
た
の
は
、
能
楽
で
あ
る
と
思
う
。
戦
時
中
の
作
品
「
中
世
」
が
そ
れ
で
あ
る
し
、
戦
後
の
「
近
代
能
楽
集
」

や
、
小
説
「
金
閣
寺
」
か
ら
「
英
霊
の
声
」
に
い
た
る
ま
で
、
能
楽
は
た
え
ず
私
の
文
学
に
底
流
し
て
き
た
。
能
の
も
つ
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
、
そ
の

け
ん
ら
ん

絢
爛
、
そ
の
形
式
的
完
璧
、
そ
の
感
情
の
節
約
は
、
私
の
考
え
る
芸
術
の
理
想
を
完
備
し
て
い
た
。

（「
日
本
の
古
典
と
私
」
に
よ
る
）

乙
た
と
え
ば
定
家
の
一
首
、

7
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必
答
問
題

�

次
の
甲
・
乙
の
文
章
は
、
同
じ
筆
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

23

。

甲
考
え
て
み
る
と
、
私
が
日
本
の
古
典
に
親
し
ん
だＡ
キ
エ
ン
は
、
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
注
1円地

文
子
さ
ん
の
よ
う

に
、
高
名
な
国
文
学
者
で
あ
る
尊
父
の

い

の
下
に
、
親
し
む
べ
く
し
て
国
文
学
に
親
し
ん
だ
の
で
は
な
い
。
私
の
家
は
、
内
務
官

僚
の
祖
父
、
農
林
官
僚
の
父
と
い
う
具
合
に
、
ジ
ョ
ウＢ
ソ
ウ
の
乾
い
た
平
凡
な
山
の
手
の
中
流
家
庭
で
あ
っ
た
。
祖
母
がＸ
泉
鏡
花
フ
ァ
ン
で
小
説
好

き
で
は
あ
っ
た
が
、
一
家
を
あ
げ
て
日
本
古
典
に
親
し
む
よ
う
な
雰
囲
気
は

ろ

、
ま
た
家
風
も
半
分
ハ
イ
カ
ラ
で
、
純
日
本
風
の

奥
ゆ
か
し
い
と
こ
ろ
は
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
。

私
は
一
度
も
人
に
強
い
ら
れ
て
日
本
古
典
文
学
の
勉
強
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

ａ

私
が
古
い
日
本
語
の
美
し
さ
に
目
ざ
め
た
の

は
、
中
学
一
年
生
の
こ
ろ
祖
母
に
は
じ
め
て
歌
舞
伎
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
同
じ
こ
ろ
母
方
の
祖
母
に
能
見
物
に
連
れ
て
行
か
れ
た
と
こ
ろ
に
発
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
歌
舞
伎
は
「
忠
臣
蔵
」
で
あ
り
、
能
は
「
三
輪
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
二
つ
と
も
に
私
は
直
ち
に
魅
了
さ
れ
、
少
し
の
退

屈
も
感
じ
な
い
の
み
か
、
以
後
折
あ
る
ご
と
に
両
祖
母
や
母
に
ね
だ
っ
て
、
劇
場
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。

古
い
日
本
語
が
な
め
ら
か
に
耳
か
ら
は
い
り
、
少
年
の
感
受
性
に
「
言
葉
の
優
雅
」
と
い
う
も
の
を
強
くＣ
コ
ク
イ
ン
し
た
の
は
、
劇
場
と
俳
優
の

力
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ｂ

私
が
文
学
と
し
て
の
浄
瑠
璃
や
能
に
親
し
み
は
じ
め
た
の
は
ず
っ
と
あ
と
の
こ
と
だ
。

何
か
趣
味
的
な
注
2擬古

典
主
義
と
い
う
も
の
が
、
私
の
中
に
育
っ
て
ゆ
くⅰ
素
地
が
養
わ
れ
た
の
は
、
一
つ
に
は
こ
う
い
う
劇
場
の
力
、
一
つ
に
はＹ
谷

Ｂ

国

語
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国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕（時間：他の試験科目 1 科目とあわせて ２ 科目で1２0分）

国語〔前期Ａ方式 1 /30〕

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

Ｅ

5

セ
イ
ヘ
キ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
��
�

①

少
数
の
セ
イ
エ
イ
で
臨
む
。

②

セ
イ
ジ
ャ
ク
に
包
ま
れ
る
。

ふ
う
び

③

イ
ッ
セ
イ
を
風
靡
す
る
。

④

セ
イ
テ
ン
ハ
ク
ジ
ツ
の
下
に
さ
ら
す
。

⑤

ダ
セ
イ
だ
け
で
続
け
て
い
る
。

Ｆ

6

ケ
ン
オ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ケ
ン
エ
ン
の
仲
。

②

窃
盗
の
ケ
ン
ギ
。

③

ケ
ン
ア
ク
な
雰
囲
気
。

④

サ
イ
シ
ョ
ク
ケ
ン
ビ
。

⑤

ケ
ン
モ
ン
の
出
身
。

問
二

線
部
ⅰ
・
ⅱ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

7

・

8

。

ⅰ

素
地

7

〔

①

そ
じ

②

す
ち

③

す
じ

④

ぞ
ち

⑤

も
と
じ

〕

ⅱ

全
幅

8

〔

①

ぜ
ん
は
ん

②

ぜ
ん
ぱ
ん

③

ぜ
ん
は
ば

④

ぜ
ん
ふ
く

⑤

ぜ
ん
ぷ
く

〕

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

9

、

ろ

が

10

、

は

が

11

、

に

が

12

、

ほ

が

13

。

か
し
や
く

ほ
う
へ
ん

い
〔

①

呵
責

②

褒
貶

③

絶
賛

④

薫
陶

⑤

偏
愛

〕

ろ
〔

①

濃
厚
に
漂
い

②

徐
々
に
醸
成
さ
れ

③

厳
し
く
管
理
さ
れ

④

み
じ
ん
も
な
く

⑤

わ
ず
か
に
あ
り

〕

せ
ん
ぺ
ん
い
ち
り
つ

は
〔

①

千
篇
一
律

②

多
種
多
様

③

千
変
万
化

④

一
意
専
心

⑤

千
載
一
遇

〕

に
〔

①

充
足
感

②

劣
等
感

③

虚
栄
心

④

向
学
心

⑤

依
存
心

〕

か
い
り

ほ
〔

①

融
合

②

葛
藤

③

乖
離

④

反
発

⑤

両
立

〕

7
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�
��

�
�

�
�

�

注
10

待
つ
夜
な
が
ら
の
＝
こ
の
問
題
文
に
お
い
て
は
、
恋
し
い
人
を
待
ち
な
が
ら
、
そ
の
訪
れ
が
な
い
ま
ま
に
夜
を
明
か
し
て
眺
め
る
、
の
意
。

注
11

シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
＝
本
来
は
、
左
右
対
称
で
釣
り
合
い
の
取
れ
た
様
を
表
す
語
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
対
照
（
他
の
も
の
と
照
合
し
て
比
べ

る
こ
と
で
、
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
際
立
つ
こ
と
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

注
12

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
＝
男
女
が
共
寝
を
し
た
、
翌
朝
の
別
れ
の
こ
と
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

キ
エ
ン

�����������

�

�

�

��

①

新
時
代
の
キ
シ
ュ
と
目
さ
れ
る
人
物
。

②

他
日
を
キ
し
て
今
は
耐
え
よ
う
。

③

キ
ヨ
ウ
ビ
ン
ボ
ウ
な
人
間
は
大
成
し
に
く
い
。

④

リ
ン
キ
オ
ウ
ヘ
ン
に
対
応
す
る
。

⑤

キ
ン
キ
を
犯
し
て
制
裁
を
受
け
る
。

Ｂ

2

ジ
ョ
ウ
ソ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

セ
ッ
ソ
ウ
を
欠
く
人
。

②

犯
罪
者
の
ソ
ウ
ク
ツ
。

③

政
党
の
ソ
ウ
サ
イ
。

④

当
代
文
壇
の
ソ
ウ
ヘ
キ
。

⑤

ソ
ウ
ジ
ョ
ウ
効
果
を
狙
う
。

Ｃ

3

コ
ク
イ
ン

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

シ
ッ
コ
ク
の
闇
が
広
が
る
。

②

コ
ク
ゼ
イ
チ
ョ
ウ
に
よ
る
捜
査
。

③

約
束
の
コ
ク
ゲ
ン
が
迫
る
。

④

コ
ク
シ
ョ
が
続
く
夏
。

⑤

ま
じ
め
で
コ
ッ
キ
心
の
あ
る
人
。

Ｄ

4

コ
ウ
キ

�����������

�

�

���

①

キ
シ
ョ
ク
満
面
の
笑
み
。

②

新
時
代
を
キ
キ
ュ
ウ
す
る
。

③

キ
ト
ク
権
益
を
守
る
。

④

キ
ミ
ツ
文
書
を
起
草
す
る
。

⑤

キ
ソ
ウ
テ
ン
ガ
イ
。
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定
家
は
ど
う
し
て
も
月
を
、
有
明
の
月
を
、
こ
こ
ま
で
持
っ
て
来
な
け
れ
ば
承
知
し
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
言
語
表
現
の
切
実
な
要
求
に
到

達
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
来
な
け
れ
ば
、
言
語
の
純
粋
な
能
力
が
働
き
出
さ
な
い
の
だ
。は

ず

そ
の
上
、
こ
の
歌
は
、
気
味
の
わ
る
い
二
重
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
う
も
読
ま
れ
る
筈
だ
。「
注
12きぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
の
の
ち
に
、
帰
る
さ

む
な

の
人
た
ち
が
、
い
か
に
も
身
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
こ
の
有
明
の
月
を
眺
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
後
の
疲
労
と
、
虚
し
さ
と
、
世
界

の
空
白
に
直
面
し
た
思
い
で
、
人
々
は
こ
の
白
っ
ぽ
い
月
を
な
が
め
る
の
だ
。
そ�

こ�

へ�

行�

く�

と�

私�

は�

幸�

福�

だ�

。
何
も
せ
ず
に
、
絶
望
も
虚
無
感
も
な

し
に
、
た
だ
充
実
し
た
待
つ
こ
と
の
感
情
の
ま
ま
、
こ
の
月
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
な
あ
」

（「
存
在
し
な
い
も
の
の
美
学

「
新
古
今
集
」
珍
解
」
に
よ
る
）

か
ず
と
し

注
1

円
地
文
子
＝
日
本
の
小
説
家
（
一
九
〇
五
年
〜
一
九
八
六
年
）。
上
田
万
年
（
一
八
六
七
年
〜
一
九
三
七
年
）
の
二
女
。

注
2

擬
古
典
主
義
＝
古
典
芸
術
を
規
範
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
形
式
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
立
場
。

注
3

戦
争
＝
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九
年
〜
一
九
四
五
年
）
を
指
す
。

注
4

日
本
主
義
＝
明
治
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
ま
で
の
時
代
に
お
け
る
、
欧
化
主
義
・
民
主
主
義
に
反
し
、
日
本
古
来
の
伝
統
的
精
神

を
国
家
の
基
調
に
据
え
よ
う
と
し
た
国
家
主
義
思
想
。

注
5

西
田
幾
多
郎
〜
阿
部
次
郎
＝
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
年
〜
一
九
四
五
年
）、
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
年
〜
一
九
六
〇
年
）、
阿
部
次
郎

（
一
八
八
三
年
〜
一
九
五
九
年
）
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
哲
学
者
。

注
6

コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
ー
＝
同
調
性
。
あ
る
集
団
の
大
多
数
の
人
々
が
、
そ
の
集
団
の
規
範
に
合
致
す
る
、
類
似
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
。

注
7

清
水
文
雄
＝
国
文
学
者
（
一
九
〇
三
年
〜
一
九
九
八
年
）。
問
題
文
の
筆
者
が
、
学
習
院
在
学
時
よ
り
、
終
生
に
わ
た
り
師
事
し
た
。
和

泉
式
部
に
関
わ
る
研
究
・
著
書
が
多
数
あ
る
。

す
げ

ち
が
や

ふ

注
8

苫
屋
＝
屋
根
な
ど
を
苫
（
菅
や
茅
な
ど
の
植
物
を
編
ん
だ
も
の
）
で
葺
い
た
簡
素
な
家
。

注
9

帰
る
さ
＝
帰
る
時
。
帰
り
道
。

7
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と
ま
や

み
渡
せ
ば
花
も
も
み
ぢ
も
な
か
り
け
り
浦
の
注
8
苫
屋
の
秋
の
夕
ぐ
れ

も
み
じ

の
歌
は1
何
で
も�

っ�

て�

い
る
か
と
考
え
る
の
に
「
な
か
り
け
り
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
花
や
紅
葉
の
お
か
げ
で
も�

っ�

て�

い
る
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。

あ
さ
は
か

こ
れ
を
上
の
句
と
下
の
句
の
対
照
の
美
だ
と
考
え
る
の
は
浅
墓
な
解
釈
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
ど
ち
ら
が
重
点
か
と
い
え
ば
上
の
句
で
あ
る
。「
花
も
も

み
ぢ
も
な
か
り
け
り
」
と
い
う
の
は
純
粋
に
言
語
の
魔
法
で
あ
っ
て
、
現
実
の
風
景
に
は
ま
さ
に
荒
涼
た
る
灰
色
し
か
な
い
の
に
、
言
語
は
存
在
し

い
や
お
う

な
い
も
の
の
表
象
に
す
ら
や
は
り
存
在
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
こ
の
荒
涼
た
る
べ
き
歌
に
、
否
応
な
し
に
絢
爛
た
る
花
や
紅
葉
が
出
現
し
て
し
ま
う

だ
い
ご

み

の
で
あ
る
。
新
古
今
集
の
醍
醐
味
が
か
か
る2
言
語
の
イ
ロ
ニ
イ
に
あ
る
こ
と
を
、
定
家
ほ
ど
よ
く
体
現
し
て
い
た
歌
人
は
あ
る
ま
い
。
万
葉
集
の

ま
く
ら
こ
と
ば

さ
ん
ら
ん

れ
ん
ご
う

ま
さ

し
よ
う
ご
ん

枕
詞
の
燦
爛
た
る
観
念
聯
合
と
、
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る
よ
う
で
、
正
に
正
反
対
な
の
が
新
古
今
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
喪
失
が
荘
厳
さ
れ
、
喪
失

そ
せ
い

が
純
粋
言
語
の
力
に
よ
っ
て
の
み
蘇
生
せ
し
め
ら
れ
、
回
復
さ
れ
る
。

（
中
略
）

な
が

注
9帰る

さ
の
物
と
や
人
の
詠
む
ら
ん
注
10待つ
夜
な
が
ら
の
有
明
の
月

む
な

の
一
首
で
は
、
喪
失
が
逆
の
形
で
あ
ら
わ
れ
て
、
空
し
い
期
待
と
希
望
、
つ
ま
り
何
事
も
獲
得
し
な
い
状
態
が
、3
言
語
の
魔
術
を
よ
び
お
こ
す
。
こ

こ
で
も
定
家
の
手
法
は
妙
に
注
11シン
メ
ト
リ
カ
ル
で
あ
る
。
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
は
二
ヶ
の
月
が
あ
る
。
二
ヶ
の
有
明
の
月
で
あ
る
。
一
方
の
月
は
、「
待
つ
夜
な
が
ら
」
に
眺
め
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
方
の
月
は
「
帰

る
さ
」
に
眺
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の
月
は
現
実
の
月
の
よ
う
で
あ
り
、
後
者
の
月
は
空
想
上
観
念
上
仮
定
上
の
月
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

実
は
後
者
の
月
こ
そ
現
実
の
月
で
あ
っ
て
、
前
者
の
月
は
、
正
に
目
の
前
に
見
え
て
は
い
る
が
、
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
異
様
な
怪
奇
な
月
で
あ
り
、

お
そ

信
じ
よ
う
に
も
信
じ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
怖
ろ
し
い
月
、
正
に
そ
れ
故
に
、
歌
に
歌
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
月
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
月
は
喪
失

の
歴
然
た
る
証
拠
物
件
と
し
て
出
現
し
て
い
る
か
ら
だ
。
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国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
六

線
部
1
「
何
で
も�

っ�

て�

い
る
か
と
考
え
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

花
も
紅
葉
も
な
い
と
い
う
感
慨
を
詠
ん
で
い
る
上
の
句
で
、
一
旦
花
や
紅
葉
の
あ
る
情
景
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
と
の
対

し

比
で
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
秋
の
夕
ぐ
れ
の
わ
び
し
さ
が
身
に
沁
み
て
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
こ
の
歌
の
眼
目
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

②

花
も
紅
葉
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
詠
ん
で
い
る
上
の
句
で
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
と
い
う
「
喪
失
」
の
感
慨
が
強
調
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
秋
の
夕
ぐ
れ
の
寂
し
い
情
景
が
よ
り
際
立
っ
て
味
わ
い
深
い
も
の
に
な
る
と
こ
ろ
に
こ
の
歌
の
眼
目
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

③

花
も
紅
葉
も
な
い
と
い
う
状
態
を
詠
ん
で
い
る
上
の
句
で
、
花
や
紅
葉
の
あ
る
情
景
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
呼
び
起
こ
さ
れ
る
こ
と
で
、
見

る
べ
き
も
の
が
な
く
情
趣
に
欠
け
る
秋
の
情
景
を
詠
ん
だ
下
の
句
を
補
い
、
歌
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
保
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

④

花
も
紅
葉
も
な
い
と
い
う
非
存
在
の
感
慨
を
詠
ん
で
い
る
上
の
句
の
力
が
強
く
及
ん
で
い
る
た
め
に
、
下
の
句
の
灰
色
一
色
の
寂
し
い
情

景
に
花
や
紅
葉
の
残
像
が
現
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
わ
び
し
さ
を
補
強
す
る
よ
う
に
し
か
働
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

⑤

花
も
紅
葉
も
存
在
し
な
い
と
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
花
や
紅
葉
の
あ
る
情
景
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
引
き
出
さ
れ
、
実
際
に
眼
前

に
広
が
っ
て
い
る
は
ず
の
寂
し
い
秋
の
情
景
に
華
や
か
な
残
像
が
映
え
、
そ
れ
が
こ
の
歌
の
個
性
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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２３２２０７Ｊ_8

問
七

線
部
2
「
言
語
の
イ
ロ
ニ
イ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
、
そ
の
も
の
の
存
在
が
鮮
や
か
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
、

言
語
表
現
の
皮
肉
な
あ
り
よ
う
、
と
い
っ
た
意
味
。

②
『
新
古
今
集
』
の
美
学
で
あ
る
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
寂
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
は
、
一
旦
そ
の
も
の
の
存
在
自
体
を
呼
び

起
こ
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
言
語
表
現
の
難
し
さ
、
と
い
っ
た
意
味
。

③
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
存
在
の
華
や
か
さ
を
言
葉
を
駆
使
し
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

お
も
し
ろ
み

い
と
い
う
、
言
語
表
現
の
皮
肉
な
面
白
味
、
と
い
っ
た
意
味
。

④
『
新
古
今
集
』
の
「
喪
失
」
の
表
現
が
、
言
葉
と
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
が
顕
著
で
あ
る
『
万
葉
集
』
と
似
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
実

は
正
反
対
で
あ
る
と
い
う
、
言
語
表
現
の
独
自
性
、
と
い
っ
た
意
味
。

⑤
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
も
の
の
存
在
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
、
実
際
に
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
現
実
の
情
景
を
物

足
り
な
い
も
の
に
見
せ
て
し
ま
う
こ
と
の
皮
肉
、
と
い
っ
た
意
味
。
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国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

�
�

問
四

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

14

、

ｂ

が

15

、

ｃ

が

16

、

ｄ

が

17

、

ｅ

が

18

。

①

結
局

②

決
し
て

③

必
ず
し
も

④

さ
て

⑤

し
か
し

⑥

む
し
ろ

問
五

問
題
文
に
関
わ
る
、
以
下
の
（
1
）、（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）
甲
・
乙
の
問
題
文
の
筆
者
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
人
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

川
端
康
成

②

梶
井
基
次
郎

③

横
光
利
一

④

坂
口
安
吾

⑤

三
島
由
紀
夫

（
2
）

線
部
Ｘ
「
泉
鏡
花
」・
Ｙ
「
谷
崎
潤
一
郎
」
の
作
品
で�

は�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

①

少
将
滋
幹
の
母

②

歌
行
燈

③

細
雪

④

桜
の
森
の
満
開
の
下

⑤

高
野
聖
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２３２２０７Ｊ_7

問
八

線
部
3
「
言
語
の
魔
術
を
よ
び
お
こ
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

①
「
思
う
人
を
待
ち
な
が
ら
、
そ
の
訪
れ
が
な
い
ま
ま
に
一
夜
を
明
か
し
て
眺
め
る
月
」
を
前
に
し
て
、「
思
う
人
と
一
夜
を
過
ご
し
た
帰
り

は

道
に
眺
め
る
月
」
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
月
の
イ
メ
ー
ジ
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
。
こ
の
歌
に
は
、
そ
の
二
つ
の
月
の
対
照
の
妙
が
あ
る
。

②
「
思
う
人
を
待
ち
な
が
ら
、
そ
の
訪
れ
が
な
い
ま
ま
に
一
夜
を
明
か
し
て
眺
め
る
月
」
は
、
眼
前
に
あ
る
現
実
の
月
で
あ
る
が
、
そ
こ
か

ら
、
想
像
上
仮
定
上
の
「
思
う
人
と
一
夜
を
過
ご
し
た
帰
り
道
に
眺
め
る
月
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
そ
こ
に
こ
の
歌
の
面
白
味
が
あ
る
。

③

思
う
人
の
訪
れ
が
な
い
ま
ま
夜
を
明
か
し
た
、
そ
の
喪
失
感
を
思
い
知
ら
せ
る
月
は
、
本
来
そ
う
あ
る
べ
き
「
帰
る
さ
の
月
」
が
現
実
的

存
在
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
眼
前
に
見
え
な
が
ら
も
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
月
で
あ
る
。
そ
れ
を
歌
う
こ
と
に
こ
の
歌
の
妙
味
が
あ
る
。

④

思
う
人
の
訪
れ
が
な
い
ま
ま
夜
を
明
か
し
た
、
そ
の
喪
失
の
証
拠
物
件
と
し
て
の
有
明
の
月
の
異
様
な
恐
ろ
し
さ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、

「
思
う
人
と
一
夜
を
過
ご
し
た
帰
り
道
に
眺
め
る
月
」
を
理
想
の
も
の
と
し
て
求
め
る
。
そ
こ
に
こ
の
歌
の
切
実
な
要
求
が
あ
る
。

⑤

思
う
人
の
訪
れ
が
な
い
ま
ま
夜
を
明
か
し
て
眺
め
る
月
は
、
喪
失
感
の
あ
ま
り
、「
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
こ
そ
絶
望
も
虚
無
も
な
い

か
い
ま

み

か

し

充
実
感
に
満
ち
た
幸
福
」
と
そ
れ
を
捉
え
直
す
よ
う
な
不
気
味
な
心
の
有
り
様
を
垣
間
見
さ
せ
る
。
そ
れ
が
こ
の
歌
の
瑕
疵
と
も
言
え
る
。
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著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

�
�

�

フ
ロ
イ
ト
が
言
う
よ
う
に
、
人
生
の
つ
ら
さ
は
病
気
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
を
第
一
の
価
値
と
す
る
と
、
し
ば
し
ば

ａ

ら
く
い
ん

心
の
逃
げ
場
が
失
わ
れ
て
、
苦
悩
が
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
る
の
で
す
。
病
気
に
対
し
て
一
方
的
に
負
の
烙
印
を
押
す
健
康
至
上
主
義
は
、
人
生
を
息

苦
し
い
密
室
に
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ｂ

、
フ
ロ
イ
ト
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
も
た
ら
す
「
疾
病
利
得
」
を
認
め
て
い
ま

す
。
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、

Ｘ

、
短
期
的
に
は
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
し
、
道
義
的
に
責
め
ら
れ

る
こ
と
で
も
な
い
の
で
す
。（

①

）

な

じ

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
フ
ロ
イ
ト
は
病
気
に
あ
ま
り
に
馴
染
み
す
ぎ
る
こ
と
も
戒
め
て
い
ま
す
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
は
当
然
、
利
益
だ
け
で
は
な
く
苦

痛
や
不
快
感
を
も
た
ら
す
か
ら
で
す
。
患
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
や
は
り
損
な
取
引
で
す
。
し
か
も
、
長
期
化
し
た
病
気
は
患
者
の
心
の
な
か
で
、

一
種
の
自
己
保
存
を
目
指
す
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。「
病
気
と
い
う
心
的
体
制
が
長
期
に
存
続
す
る
と
、
そ
れ
は
つ
い
に
は
独
立
の
生
き
も
の
の
よ

う
な
ふ
る
ま
い
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
」
と
フ
ロ
イ
ト
は
述
べ
て
い
ま
す
。（

②

）

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
患
者
は
病
気
を
嘆
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
解
消
を
と
き
に
望
ま
な
く
な
り
ま
す
。
フ
ロ
イ
ト
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
患
者
が
、

病
気
と
い
う
「
独
立
の
生
き
も
の
」
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
病
気
と
い
う
生
き
も
の
が
、
い
つ
し
か
患
者
と
い
う
生
き
も

の
よ
り
もＢ
ユ
ウ
イ
に
立
ち
、
自
ら
の
存
続
を
目
指
す
よ
う
に
な
る

フ
ロ
イ
ト
は
そ
の
こ
と
を
警
戒
し
て
い
ま
し
た
。（

③

）

要
す
る
に
、
フ
ロ
イ
ト
は
病
の
も
た
ら
す
短
期
的
な
利
益
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
はＣ
ヒ
テ
イ
的
で
す
。
病
と
い
う
逃
げ
道

に
は
、
確
か
に
自
我
を
楽
に
す
る
効
用
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

は

も
ダ
メ
な
の
で
す
。
病
気
の
も
つ
自
己
保
存
の
力
が
患
者
を

圧
倒
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
上
の
好
結
果
は
望
め
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
も
し
選
択
の
余
地
が
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
私
ど
も
は

の

む
し
ろ
運
命
を
相
手
に
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
滅
び
ゆ
く
ほ
う
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
述
べ
、
病
気
（
運
命
）
に
全
面
的
に
呑
み

込
ま
れ
る
こ
と
に
は
、
あ
く
ま
で
抵
抗
す
る
の
で
す
。（

④

）

し
か
し
、
疾
病
に
す
っ
か
り
身
を
委
ね
て
し
ま
っ
て
は
、
も
は
や
患
者
に
変
化
の
可
能
性
は
残
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
健
康
へ
の
意
欲
は
必
要
な
の

で
す
。
注
2フラ

ン
ソ
ワ
・
ダ
ゴ
ニ
ェ
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
「
健
康
と
は
、
人
に
襲
い
か
か
る
根
本
的
な
問
題
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
そ
れ
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
可
能
性
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
フ
ロ
イ
ト
も
こ
の
意
味
で
の
「
健
康
」
を

に

す
る
こ
と
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�
�

選
択
問
題

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

健
康
に
つ
い
て
深
く
考
え
始
め
る
と
、
ひ
と
は
や
が
て
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
健
康
と
は
病
で
は
な
い
状
態
、
つ
ま
り
心
身
か

ら
の
訴
え
が
な
い
沈
黙
の
状
態
だ
と
ひ
と
ま
ず
見
な
せ
ま
す
が
、
そ
れ
は
や
は
り
消
極
的
な
定
義
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
健
康
は
人
間
に
と
っ
て
避
け
が

た
い
問
題
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
を
知
的
に
定
義
し
よ
う
と
す
る
と
急
に
あ
い
ま
い
さ
を
示
し
ま
す
。
宗
教
も
科
学
も
健
康
の
獲
得
の
た
め
の
知
識
や

技
術
を
チ
クＡ
セ
キ
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
こ
と
で
健
康
の
も
つ
あ
い
ま
い
さ
が
消
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
知
的
把
握
か
ら
逃
れ
て
い
く
テ
ー
マ
は
、
い
か
に
し
て
思
想
の
対
象
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）

そ
も
そ
も
、
健
康
は
常
に
病
気
よ
り
も
価
値
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
奥
行
き
の
あ
る
考
え
方
を
示
し
た
の
が
注
1フロ

イ
ト
で

す
。
フ
ロ
イ
ト
は
神
経
症
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
が
、
自
我
に
と
っ
て
一
種
の
保
護
機
能
を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
い
ま
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
「ⅰ
疾
病
へ
の

逃
避
」
は

い

に
悪
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
彼
が
一
九
一
七
年
に
刊
行
し
た
講
義
録
『
精
神
分
析
学
入
門
』
の
第
二
十
四
講
か
ら
引

用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
逃
げ
道
に
よ
っ
て
、
自
我
は
、
疑
い
も
な
く
苦
痛
で
あ
る
心
的
な
一
大
作
業
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

医
師
で
す
ら
、
そ
の

ろ

の
帰
結
と
し
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
こ
と
は
き
わ
め
て
無
害
な
、
社
会
的
に
も
我
慢
の
で
き
る
解
決

法
だ
、
と
告
白
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。〔
…
〕
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
し
て
、
み
ず
か
ら
を
健
康
狂
信
者
と
し
て

の
役
割
に
狭
く
限
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
医
師
に
は
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
世
で
悲
惨
な
の
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
ば
か
り
で
は

〈
な
く
〉、
そ
の
ほ
か
に
も
除
去
し
え
な
い
現
実
的
な
苦
悩
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
と
き
に
は
人
間
は
そ
の
健
康
を
や
む
な
く
犠
牲
に
せ
ざ
る
を

え
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
、
医
師
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
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ひ
そ

「
知
る
」
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
自
慢
の
人
間
に
も
、
病
気
が
密
か
に
育
っ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
ま
す
。
つ
ま
り
、
健
康
か
ど
う

か
の
決
定
は
、
主
観
や
感
覚
の
能
力
を
超
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
感
覚
の
不
確
か
さ
ゆ
え
に
、
今
で
言
え
ば
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
の
要
求
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
留
保
な
く
入
り
込
ん
で
く
る
わ
け
で
す
。

（
中
略
）

健
康
を
目
に
見
え
る
形
で
測
量
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
二
〇
世
紀
の
哲
学
者
注
5ハン

ス
＝
ゲ
オ
ル
ク
・
ガ
ダ
マ
ー
は
、
健
康
と
は
自

然
科
学
的
に
定
義
で
き
る
「
事
実
」
で
は
な
く
、
社
会
的
・
心
理
的
な
「
状
態
」
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
便
利
な
日
本
語
で
言
い
換
え
れ
ば
、
健
康

と
は
「
モ
ノ
」
で
は
な
く
「
コ
ト
」
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
モ
ノ
な
ら
ば
制
作
し
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
コ
ト
を
目
に
見
え
る
も
の
と
し

て
制
作
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
ゆ
え
、
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
健
康
と
は
制
作
可
能
性
の
限
界
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
医
師
は
自
ら
の
技
能
に
酔
い
し
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

ｅ

「
医
師
の
課
題
は
『
作
る
こ
と
（M

ach
en

）』
で
は
な
く
、
人
々
の
健
康
を
取
り
戻
し
、
生
活
へ
の
復
帰
を
容
易
に
す

る
た
め
の
補
助
作
業
に
あ
る
」
か
ら
で
す
。「
医
学
は

ほ

的
に
は
何
も
の
も
作
り
出
さ
ず
、
自
己
自
身
を
再
生
し
、
自
己
を
再
び
調

和
さ
せ
る
生
命
の
驚
異
的
な
能
力
を
明
ら
か
に
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
唯
一
の
科
学
で
あ
る
」
と
ガ
ダ
マ
ー
は
力
強
く
断
言
し
て
い
ま
す
。

ガ
ダ
マ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
医
学
は
健
康
を
「
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
る
も
の
」
と
し
て
「
制
作
」
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
患
者
の
「
補

助
」
を
す
る
だ
け
で
す
。
医
師
は
何
も
新
た
に
発
明
し
ま
せ
ん
し
、
健
康
を
物
理
的
に
仕
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
患
者
の
意
欲
や
生
命
の
能

力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
点
で
、
医
師
と
は
も
と
も
と
、
多
く
の
限
界
を
抱
え
た
弱
い
存
在
と
言
う
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
現
代
の
医
療
シ
ス
テ
ム
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
限
界
を
振
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
健
康
な
主
体
で
あ
れ
」
と
い
う
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
呼
び
か
け
は
、
健
康
を
制
作
可
能
な
「
モ
ノ
」
に
近
づ
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
何
に
も
ま
し
て
根
源
的
な
変
化
は
、
遺
伝
子
工
学
が
健
康
の
制

作

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
身
体
増
強
や
障
害
の
根
絶

を
出
生
前
のⅱ
着
床
の
時
点
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
健
康
に
関
わ
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
、
今
や
人
類
を
そ
の
生�

の�

手�

前�

で
包
囲
し
て
い
る
の
で
す
。

ふ
く
し
ま
り
よ
う
た

（
福
嶋
亮
大
『
感
染
症
と
し
て
の
文
学
と
哲
学
』
に
よ
る
）
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�
�

�
�

�
�

�
�

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
病
と
い
う
生
き
も
の
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
問
題
に
取
り
組
む
力
を
保
全
す
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
健
康

の
価
値
な
の
で
す
。（

⑤

）

し
て
み
る
と
、
健
康
と
は
力
や
意
欲
に
関
わ
る
テ
ー
マ
の
よ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。

ｃ

、
健
康
と
は
大
な
り
小
な
り
「
意
志
の

強
度
」
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

ｄ

、
そ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
は
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
問
題
は
片
づ

く
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
で
、
一
八
世
紀
の
哲
学
者
注
3カン

ト
が
晩
年
に
記
し
た
『
諸
学
部
の
争
い
』
と
い
う
興
味
深
い
評
論
は
、
わ
れ
わ
れ
に
有
益

な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
『
諸
学
部
の
争
い
』
は
上�

級�

学�

部�

（
神
学
、
法
学
、
医
学
）
と
下�

級�

学�

部�

（
哲
学
）
を
区
別
し
つ
つ
、
後
者
の
価
値
をＤ
ヨ
ウ
ゴ
し
よ
う
と
す

る
大
学
論
で
す
。（
中
略
）
カ
ン
ト
は
下
級
学
部
の
哲
学
を
ヨ
ウ
ゴ
す
る
わ
け
で
す
が
、
上
級
学
部
を
構
成
す
る
医
学
に
も
一
定
の
評
価
を
与
え
て

い
ま
す
。
宮
廷
顧
問
で
医
師
の
注
4クリ

ス
ト
フ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
の
著
作
に
応
答
す
る
形
で
、
彼
は
そ
こ
で甲
含
蓄
の
あ
る
健
康
観
を
記
し
て
い
ま
し

た
。

自
分
が
健
康
で
あ
る
と
感
じ
る
（
自
分
の
生
が
カ
イＥ
テ
キ
だ
と
い
う
感
情
に
も
と
づ
い
て
判
断
す
る
）
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
健
康
で
あ
る
と

知�

る�

こ
と
は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

自
然
な
死
の
原
因
は
、
そ
れ
を
感
じ
よ
う
と
感
じ
ま
い
と
、
す
べ
て
病
気
で
す
。〔
…
〕
い
っ
た
ん

受
け
入
れ
た
き
ち
ん
と
し
た
生
活
法
を
ま
も
り
、
健
康
そ
の
も
の
だ
と
自
慢
し
て
い
た
私
の
友
人
知
人
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
私
よ

ほ
う
が

り
先
に
死
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
か
れ
ら
が
自
慢
し
て
い
る
あ
い
だ
に
も
、
死
の乙
萌
芽
（
病
気
）
は
気
づ
か
れ
ず
に
か
れ
ら
の
う
ち

に
潜
ん
で
発
育
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
自
分
は
健
康
だ
と
感�

じ�

て�

い�

た�

人
は
、
自
分
が
病
気
だ
と
知�

っ�

て�

い�

た�

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

い
う
の
も
、
自
然
な
死
の
原�

因�

は
や
は
り
病
気
だ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
か
ら
で
す
。

さ

う
そ

こ
の
カ
ン
ト
の
指
摘
は
冴
え
て
い
ま
す
。
カ
イ
テ
キ
で
健
康
だ
と
「
感
じ
る
」
こ
と
に
噓
は
混
じ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
健
康
で
あ
る
と
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163

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

�
�
�

�
�

Ｃ

3

ヒ
テ
イ

�����������

��

�

�

�

①

識
者
か
ら
の
ヒ
セ
イ
を
請
う
。

②

昔
の
地
名
の
ヒ
テ
イ
は
困
難
だ
。

③

ヒ
ゴ
ウ
の
最
期
を
遂
げ
る
。

④

ア
ン
ピ
確
認
を
急
ぐ
。

⑤

キ
ヒ
で
き
な
い
試
験
。

Ｄ

4

ヨ
ウ
ゴ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

こ
の
街
は
交
通
の
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
だ
。

②

執
権
に
ヨ
ウ
リ
ツ
す
る
。

③

祖
父
の
オ
ン
ヨ
ウ
に
接
す
る
。

④

シ
ュ
ウ
ヨ
ウ
を
つ
ん
だ
立
派
な
人
物
。

⑤

先
例
を
テ
キ
ヨ
ウ
し
て
判
断
す
る
。

Ｅ

5

カ
イ
テ
キ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
��
�

①

違
法
行
為
を
テ
キ
ハ
ツ
す
る
。

②

研
究
ヨ
テ
キ
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
。

③

大
胆
フ
テ
キ
な
態
度
を
取
る
。

④

タ
ン
テ
キ
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

⑤

会
議
で
テ
キ
ヒ
を
決
定
す
る
。

問
二

線
部
ⅰ
・
ⅱ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

6

・

7

。

ⅰ

疾
病

6

〔

①

し
つ
び
ょ
う

②

し
へ
い

③

し
っ
か
ん

④

し
っ
ぺ
い

⑤

そ
う
び
ょ
う

〕

ⅱ

着
床

7

〔

①

ち
ゃ
く
そ
う

②

じ
ゃ
く
し
ょ
う

③

ち
ゃ
く
し
ょ
う

④

つ
き
ゆ
か

⑤

じ
ゃ
く
そ
う

〕
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�
�

�
�

�
�

注
1

フ
ロ
イ
ト
＝
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
（
一
八
五
六
年
〜
一
九
三
九
年
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
心
理
学
者
。

注
2

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ゴ
ニ
ェ
＝
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
（
一
九
二
四
年
〜
二
〇
一
五
年
）。

注
3

カ
ン
ト
＝
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
年
〜
一
八
〇
四
年
）。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。『
諸
学
部
の
争
い
』
は
一
七
九
八
年
の
著
作
。

注
4

ク
リ
ス
ト
フ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
＝
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
（
一
七
六
二
年
〜
一
八
三
六
年
）。
ド
イ
ツ
の

医
師
。

注
5

ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
ク
・
ガ
ダ
マ
ー
＝
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
（
一
九
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
二
年
）。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

チ
ク
セ
キ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ボ
ウ
セ
キ
工
場
に
見
学
に
行
っ
た
。

②

メ
ン
セ
キ
条
項
を
確
認
す
る
。

③

故
人
を
ア
イ
セ
キ
す
る
。

④

ル
イ
セ
キ
で
は
負
け
越
し
て
い
る
。

⑤

セ
キ
ジ
ツ
の
面
影
の
な
い
故
郷
。

Ｂ

2

ユ
ウ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ユ
ウ
シ
を
募
っ
て
活
動
す
る
。

②

ユ
ウ
リ
ョ
す
べ
き
事
態
だ
。

③

ユ
ウ
ジ
ュ
ウ
な
態
度
を
取
る
。

④

ラ
イ
バ
ル
と
シ
ユ
ウ
を
決
す
る
。

⑤

定
年
を
前
に
ユ
ウ
タ
イ
す
る
。
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�
�

問
五

線
部
甲
「
含
蓄
」、
乙
「
萌
芽
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
甲
が

18

、
乙
が

19

。

甲
「
含
蓄
」

�����������

①

も
っ
と
も
ら
し
さ

②

決
定
的

③

ま
と
ま
り

④

深
い
意
味

⑤

先
見
性

乙
「
萌
芽
」

�����������

①

症
状

②

兆
し

③

環
境

④

進
行

⑤

始
ま
り

問
六

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
表
現
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

①

重
い
病
を
患
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
銭
面
な
ど
で
の
保
障
を
得
た
り
、
公
的
な
介
護
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
は

②

心
の
不
調
を
「
逃
げ
道
」
と
し
て
学
校
や
会
社
を
休
ん
だ
り
、
対
人
関
係
を
し
ば
ら
く
リ
セ
ッ
ト
し
た
り
す
る
こ
と
は

③

病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
し
っ
か
り
と
病
と
折
り
合
い
を
付
け
て
、
克
服
に
向
け
て
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

あ
つ
れ
き

④

心
身
の
不
調
に
よ
っ
て
普
段
通
り
の
気
配
り
が
で
き
な
く
な
り
、
周
囲
の
人
々
と
の
あ
い
だ
に
軋
轢
が
生
じ
る
こ
と
は

⑤

勉
強
や
仕
事
で
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
病
を
理
由
と
し
て
直
面
し
て
い
る
事
情
か
ら
「
逃
避
」
す
る
こ
と
は
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問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

8

、

ろ

が

9

、

は

が

10

、

に

が

11

、

ほ

が

12

。

ざ
つ
ぱ
く

い
〔

①

往
々

②

全
体

③

一
向

④

一
概

⑤

雑
駁

〕

ろ
〔

①

治
療

②

葛
藤

③

研
究

④

生
涯

⑤

病
苦

〕

は
〔

①

見
失
っ
て

②

取
り
繕
っ
て

③

鑑
み
て

④

い
ぶ
か
し
ん
で

⑤

買
い
か
ぶ
っ
て

〕

に
〔

①

拒
否

②

容
認

③

検
討

④

悲
観

⑤

実
感

〕

ほ
〔

①

一
面

②

意
識

③

究
極

④

学
問

⑤

心
理

〕

問
四

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

13

、

ｂ

が

14

、

ｃ

が

15

、

ｄ

が

16

、

ｅ

が

17

。

①

そ
れ
ゆ
え

②

し
か
し

③

い
っ
た
い

④

つ
ま
り

⑤

か
え
っ
て

⑥

な
ぜ
な
ら
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162

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

選
択
問
題

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

18

。

み
つ
と
み

と

一
と
せ
の
春
、
ひ
と
り
つ
れ
づ
れ
と
く
ら
し
居
け
る
時
、
光
冨
と
い
ふ
友
の
訪
ひ
来
て
、
我
が
あ
り
さ
ま
を
見
て
、「
げ
に
ひ
ま
あ
る
身
の
ほ
ど

う
ら
や
ま
し
う
こ
そ
さ
ぶ
ら
へ
。
う
き
世
の
中
に
住
み
ぬ
れ
ば
、
し
ば
し
だ
に
心
し
づ
か
な
ら
ず
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
我
と
り
あ
へ
ず
、

よ

も

（
Ａ
）
花
見
ん
と
都
の
四
方
に
あ
く
が
れ
て
世
を
捨
て
し
身
も1
し
づ
心
な
き

と
口
ず
さ
み
、「
け
ふ
こ
そ
あ
れ
、
あ
す
は
嵐
山
の
花
見
に
ま
か
り
な
ん
」
とａ
言
ひ
け
れ
ば
、「
そ
れ
ぞ
う
ら
や
む
と
こ
ろ
な
る
。2
た
だ
月
花
に
こ
と

し
げ
く
身
を
な
す
に
し
く
こ
と
、
ほ
か
に
ま
た
あ
ら
ん
や
は
と
はｂ
思
ひ
な
が
ら
、
あ
す
と
て
も
世
の
わ
ざ
に
つ
な
が
れ
て
、
と
も
に
か
の
山
へ
と
は

え
こ
そ
契
ら
ね
」
と
言
ひ
て
帰
り
ぬ
。

こ
ず
ゑ

そ
の
夜
半
す
ぐ
る
ほ
ど
よ
り
雨
風
は
げ
し
く
な
り
に
た
れ
ば
、3
さ
ら
で
だ
に
名
に
お
ふ
嵐
の
山
に
雨
さ
へ
添
ひ
て
、
い
と
ど
梢
に
花
も
残
ら
じ
と

み
の
し
ろ
ご
ろ
も

い

夜
の
明
く
る
を
待
ち
わ
び
て
、注1
蓑
代
衣
う
ち
着
る
な
ど
雨
の
よ
そ
ひ
し
て
、ア
つ
と
め
て
出
で
立
ち甲
な
ん
と
す
る
折
し
も
、
わ
ら
は
べ
文
を
持
て
来

こ
と
ば
が
き

ぬ
。
ひ
ら
き
て
見
れ
ば
、
か
の
光
冨
よ
り
詞
書
あ
り
て
、

（
Ｂ
）
け
ふ
見
ず
は
あ
す
は
あ
ら
し
の
山
桜
雨
も
う
き
世
の
さ
が
と
思
は
め

と
あ
り
て
、
注
2奥に

、「
け
ふ
の
花
は
さ
こ
そ
残
り
多
く
お
ぼ
す
ら
め
」
な
ど
書
き
終
は
り
ぬ
。イ
や
が
て
そ
の
使
ひ
に
添
ひ
て
彼
が
り
行
き
て
案
内
申

し
け
れ
ば
、「
こ
は
い
か
に
」
とｃ
言
ひ
も
あ
へ
ぬ
に
、

（
Ｃ
）
濡
る
る
と
も
け
ふ
行
き
て
見
ん
雨
に
な
ほ
あ
す
は
あ
ら
し
の
山
の
桜
を

と
口
と
くｄ
言
ひ
捨
て
て
、
た
ど
り
行
け
ば
、
風
荒
ら
ま
し
く
い
や
吹
き
添
ひ
て
、
雨
の
足
も
横
ざ
ま
に
降
り
て
、
重
ね
着
つ
る
も
の
も
な
ご
り
な
う

お
ほ
ゐ

い
ほ

濡
れ
し
を
れ
つ
つ
行
き
て
、
注
3

大
堰
川
の
ほ
と
り
に
か
た
ば
か
り
な
る
庵
見
え
つ
る
に
立
ち
寄
れ
ば
、
老
い
た
る
法
師
の
ひ
げ
は4
雪
は
づ
か
し
げ
な
る

じ
や
う
み
や
う
こ
じ

と

な

せ

注
4
浄
名
居
士
の
さ
ま
し
た
る
、
座
せ
り
け
り
。
こ
こ
に
て
着
物
を
と
か
く
す
れ
ば
、
し
た
た
り
落
つ
る
水
は
、
向
か
ひ
に
見
ゆ
る
注
5
戸
難
瀬
の
滝
つ
波
に

ぬ
れ
ぎ
ぬ

こ
と
な
ら
ず
。5
人
の
着
せ
ぬ
濡
衣
、
花
の
た
め
に
着
に
け
る
か
な
とウ
そ
ぞ
ろ
寒
く
震
ひ
声
に
「
む
む
」
と
笑
ひ
な
が
ら
、
ゐ
ろ
り
に
柴
折
り
く
べ
て
、
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国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

問
九

問
題
文
全
体
の
内
容
と
合
致
し�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

①

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
よ
う
な
症
状
は
、
さ
ら
に
深
刻
な
心
理
状
態
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
手
段
に
な
り
え
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
健
康
が
常
に

病
よ
り
も
よ
い
状
態
と
は
限
ら
な
い
。

②

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
患
者
は
、
時
に
症
状
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
患
者
が
病
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
、

そ
う
な
っ
て
は
、
改
善
は
望
み
に
く
い
。

③

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
病
に
取
り
込
ま
れ
ず
、
問
題
に
取
り
組
む
力
を
保
全
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
の
で
、
健
康
と
は
意
志
の
力

に
よ
っ
て
こ
そ
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

④
「
健
康
だ
」
と
感
じ
る
こ
と
自
体
に
噓
は
な
い
が
、
健
康
は
主
観
的
に
観
測
す
る
の
が
困
難
な
対
象
で
あ
る
の
で
、
個
人
の
感
覚
は
健
康

を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑤

健
康
は
、
従
来
は
医
療
が
作
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
が
、
誕
生
以
前
の
状
態
に
医
療
が
干
渉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

制
作
可
能
と
な
る
直
前
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
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問
七

次
の
文
章
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
（

①

）
〜
（

⑤

）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

21

。

疾
病
の
こ
と
を
英
語
でaffection

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
語
に
は
「
愛
着
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
病
に
せ
よ
愛
に
せ
よ
、
ま
さ

と
り
こ

に
「
独
立
の
生
き
も
の
」
と
し
て
人
間
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
虜
に
す
る
こ
と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
識
に
は
反
し
ま
す
が
、
病
に
は

い
わ
く
言
い
難
い
魅
力
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
い
わ
ゆ
る
「
治
り
た
く
な
い
患
者
」
も
い
な
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

問
八

線
部
「
も
し
選
択
の
余
地
が
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
私
ど
も
は
む
し
ろ
運
命
を
相
手
に
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
滅
び
ゆ
く
ほ
う
を
選
ぶ
べ

き
」
で
あ
る
と
は
病
に
関
す
る
フ
ロ
イ
ト
の
見
解
で
す
が
、
こ
の
見
解
に
至
る
ま
で
の
、
フ
ロ
イ
ト
の
考
え
を
述
べ
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

フ
ロ
イ
ト
は
、
病
と
は
健
康
で
な
い
状
態
を
指
し
、
健
康
の
た
め
に
様
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
こ
と
ば
の
定

義
自
体
が
難
し
く
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

②

フ
ロ
イ
ト
は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
以
上
に
重
大
な
苦
悩
は
人
生
に
お
い
て
い
く
ら
も
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
恒
常
的
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
と
は
言
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

さ
さ
い

③

フ
ロ
イ
ト
は
、
患
者
に
と
っ
て
「
健
康
至
上
主
義
」
は
望
ま
し
い
考
え
で
は
な
い
と
指
摘
し
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
生
じ
る
些
細
な
苦

悩
程
度
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

④

フ
ロ
イ
ト
は
、
病
は
人
間
に
と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
場
合
も
あ
る
が
、
長
期
化
し
て
し
ま
う
と
、
病
に
人
間
が
支
配
さ
れ
た
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
抵
抗
の
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

り
か
ん

⑤

フ
ロ
イ
ト
は
、
ど
ん
な
に
些
細
な
病
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
罹
患
し
た
ま
ま
で
い
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
状
態
で
あ
り
、
徹
底
的

な
治
療
を
施
す
こ
と
で
、
病
に
対
抗
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
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�
�
�

か
さ

か
わ
か
し
あ
た
た
め
ん
と
す
る
頃
し
も
、
笠
を
傾
け
て
来
し
人
を
見
れ
ば
光
冨
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。「
か
か
る
さ
ま
はⅰ
い
か
に
」
とｅ
問
へ
ば
、「ⅱ
い
か

に
と
はⅲ
い
か
に
。ⅳ
い
か
に
世
の
わ
ざ
捨
て
が
た
き
と
て
も
、6
け
さ
の
御
詠
あ
り
さ
ま
、
後
よ
り
つ
く
づ
く
と
見
送
り
、
あ
ま
り
に
し
た
は
し
く
、
し

と
ど
に
濡
れ
て
こ
れ
ま
で
来
た
り
し
」
と
て
、
と
も
に
ま
た
そ
ぼ
濡
れ
そ
ぼ
濡
れ
て
、
日
く
る
る
ま
で
花
を
見
あ
そ
び
て
帰
り
は
べ
り
ぬ
。
こ
の
人

身
ま
か
り
て
後
、
今
は
か
か
る
こ
こ
ろ
ざ
ま
の
や
さ
し
き
友
い
づ
ち
に
か
は
べ
ら
ん
と
忍
び
わ
び
て
、

（
Ｄ
）
も
ろ
と
も
に
濡
れ
来
し
雨
の
桜
狩7
思
へ
ば
け
ふ
の
袖
も
か
わ
か
ず

じ
う
ん

（
似
雲
『
と
し
な
み
草
』
に
よ
る
）

注
1

蓑
代
衣
＝
蓑
の
代
わ
り
と
な
る
雨
具
。

注
2

奥
＝
手
紙
の
終
わ
り
の
部
分
。

か
つ
ら

ほ

づ

注
3

大
堰
川
＝
嵐
山
の
麓
を
流
れ
る
川
。
桂
川
の
上
流
、
保
津
川
の
下
流
。

ゆ
い
ま

し
や
か

注
4

浄
名
居
士
＝
維
摩
居
士
の
こ
と
。
維
摩
は
釈
迦
と
同
時
代
の
在
家
の
仏
教
信
者
。

注
5

戸
難
瀬
の
滝
＝
大
堰
川
を
渡
月
橋
か
ら
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
滝
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

�
�

問
一

線
部
ア
「
つ
と
め
て
」、
イ
「
や
が
て
」、
ウ
「
そ
ぞ
ろ
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア
が

1

、
イ
が

2

、
ウ
が

3

。

ア
「
つ
と
め
て
」

①

準
備
を
し
て

②

翌
日
の
朝

③

よ
う
や
く

④

勤
行
を
し
て

⑤

朝
早
く

イ
「
や
が
て
」

①

し
ば
ら
く
し
て

②

そ
の
う
ち
に

③

ほ
か
で
も
な
く

④

す
ぐ
に

⑤

や
っ
と
の
こ
と
で

ウ
「
そ
ぞ
ろ
」

①

む
や
み
や
た
ら
に

②

少
し

③

皆
そ
ろ
っ
て

④

い
つ
ま
で
も

⑤

次
第
に

問
二

線
部
甲
「
な
ん
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

4

。

①

助
動
詞
「
ず
」
＋
助
動
詞
「
む
」

②

終
助
詞

③

助
動
詞
「
ぬ
」
＋
助
動
詞
「
む
」

④

ナ
行
変
格
活
用
動
詞
未
然
形
活
用
語
尾
＋
助
動
詞
「
む
」

⑤

係
助
詞

問
三

線
部
ａ
「
言
ひ
け
れ
ば
」、
ｂ
「
思
ひ
な
が
ら
」、
ｃ
「
言
ひ
も
あ
へ
ぬ
に
」、
ｄ
「
言
ひ
捨
て
て
」、
ｅ
「
問
へ
ば
」
の
主
語
は
誰
で
す

か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
）。
解
答
番
号
は
ａ
が

5

、
ｂ
が

6

、
ｃ
が

7

、
ｄ
が

8

、
ｅ
が

9

。

①

浄
名
居
士

②

わ
ら
は
べ

③

光
冨

④

我

⑤

老
い
た
る
法
師
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問
九

線
部
5
「
人
の
着
せ
ぬ
濡
衣
、
花
の
た
め
に
着
に
け
る
か
な
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

他
の
人
が
花
の
た
め
に
着
る
こ
と
は
な
い
濡
れ
ぎ
ぬ
を
、
我
先
に
出
掛
け
て
着
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②

人
が
私
に
着
せ
な
か
っ
た
濡
れ
ぎ
ぬ
を
、
花
を
見
た
さ
に
雨
に
濡
れ
て
し
ま
い
自
ら
着
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③

歯
に
衣
着
せ
ぬ
言
動
で
、
花
を
散
ら
し
た
と
い
う
濡
れ
ぎ
ぬ
を
着
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

④

何
よ
り
好
む
花
の
た
め
な
ら
ば
と
、
誰
も
が
着
た
が
ら
な
い
濡
れ
ぎ
ぬ
を
着
た
の
だ
っ
た
。

⑤

人
が
私
に
濡
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
た
の
だ
が
、
花
の
た
め
に
私
は
あ
え
て
濡
れ
ぎ
ぬ
を
着
た
の
だ
っ
た
。

問
十

線
部
ⅰ
〜
ⅳ
の
「
い
か
に
」
の
う
ち
、
他
と
異
な
る
意
味
の
「
い
か
に
」
は
ど
れ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
④
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①

ⅰ

②

ⅱ

③

ⅲ

④

ⅳ

問
十
一

線
部
6
「
け
さ
の
御
詠
」
と
は
（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
の
ど
の
和
歌
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
④
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①
（
Ａ
）

②
（
Ｂ
）

③
（
Ｃ
）

④
（
Ｄ
）
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問
六

線
部
3
「
さ
ら
で
だ
に
名
に
お
ふ
嵐
の
山
に
雨
さ
へ
添
ひ
て
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

①

そ
う
な
っ
た
な
ら
ば
誰
も
が
知
る
嵐
山
に
雨
の
風
情
が
加
わ
っ
て

②

そ
う
す
る
と
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
な
嵐
山
に
ま
で
も
雨
が
降
り
注
い
で

③

さ
ら
に
ま
た
別
の
名
を
持
つ
嵐
山
に
雨
が
い
つ
も
よ
り
余
計
に
降
っ
て

④

そ
う
で
な
く
と
も
花
を
散
ら
す
嵐
の
名
を
持
つ
嵐
山
に
雨
も
降
っ
て

⑤

た
だ
で
さ
え
花
の
季
節
に
は
人
の
集
ま
る
嵐
山
に
雨
ま
で
が
や
っ
て
来
て

問
七
（
Ｃ
）
の
和
歌
に
つ
い
て
、
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
の
部
分
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

①

濡
る
る
と
も

②

け
ふ
行
き

③

見
ん
雨
に
な
ほ

④

あ
す
は
あ
ら
し

⑤

山
の
桜
を

問
八

線
部
4
「
雪
は
づ
か
し
げ
な
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

14

。

①

雪
の
よ
う
に
わ
ず
か
に
残
っ
た

②

雪
の
中
に
恥
ず
か
し
げ
に
浮
か
ぶ

③

雪
と
同
じ
く
ら
い
白
い
桜
を
思
わ
せ
る

④

雪
の
白
さ
と
比
べ
る
と
恥
ず
か
し
い
く
ら
い
の

⑤

雪
も
恥
ず
か
し
く
な
る
ほ
ど
白
い
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問
四

線
部
1
「
し
づ
心
な
き
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
し
づ
心
」
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜

⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

①

ど
こ
に
花
見
に
行
け
ば
よ
い
の
か
決
ま
ら
な
い
の
で
。

②

ひ
と
り
つ
れ
づ
れ
と
暮
ら
し
て
い
る
の
で
。

③

世
間
の
雑
事
に
ば
か
り
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
。

④

桜
の
花
が
気
に
な
っ
て
落
ち
着
か
な
い
の
で
。

⑤

世
を
捨
て
た
身
の
行
く
末
が
心
配
な
の
で
。

問
五

線
部
2
「
た
だ
月
花
に
こ
と
し
げ
く
身
を
な
す
に
し
く
こ
と
、
ほ
か
に
ま
た
あ
ら
ん
や
は
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

①

月
や
花
ば
か
り
を
眺
め
て
暮
ら
す
以
上
の
理
想
的
な
暮
ら
し
は
他
に
は
な
い
。

②

月
見
や
花
見
に
忙
し
く
暮
ら
し
て
い
る
人
は
他
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

③

た
だ
月
や
花
の
こ
と
ば
か
り
に
か
ま
け
て
い
る
人
は
ま
だ
他
に
も
い
る
だ
ろ
う
。

④

月
光
や
花
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
嵐
山
以
外
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。

⑤

た
だ
月
の
光
や
花
び
ら
を
敷
物
と
し
て
過
ご
す
人
は
他
に
は
い
る
ま
い
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

を
探
索
す
る
主
体
と
探
索
さ
れ
る
客
体
と
の
関
係
性
の
う
ち
に
あ
る
。（

②

）
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
歴
史
家
が
ム
ジ
ン
ゾ
ウ
な
歴
史
的
真
実
に

向
か
う
さ
い
の
プ�

ロ�

セ�

ス�

に

ろ

が
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
過
去
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
い
る
歴
史
家
自
身
の
ポ

バ
イ
ア
ス

ジ
シ
ョ
ン
、
歴
史
家
が
も
っ
て
い
る
偏
見
に
最
大
の
注
意
を
払
う
必
要
が
生
ま
れ
る
。

私
が
、
多
元
的
歴
史
時
空
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
に
か
け
る
の
は
、
こ
の
〈
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉
を
め
ぐ
る
プ
ロ
セ
ス
の
交
渉
や
共

奏
が
「
危
険
な
歴
史
」
と
の
あ
い
だ
で
不
可
能
で
は
な
い
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。「
経
験
（
的
事
実
）」
と
「
真
実
」
と
を
結
び
つ
け
る
プ
ロ
セ
ス

は
、甲
実
証
主
義
的
な
学
術
的
歴
史
実
践
と
グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
歴
史
実
践
と
の
あ
い
だ
で
異
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
と
は
い

え
双
方
と
も

は

で
は
な
く
「
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
」
を
問
題
と
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

ｃ

、
グ
リ
ン

ジ
の
歴
史
実
践
は
、
近
代
実
証
主
義
的
な
経
験
論
（em

piricism

）
と
は
異
な
る
仕
方
で
〈
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
で
営
ま
れ
て
い
る
「
地
方
化
さ
れ
」「

い

的
な
」
歴
史
分
析
に
お
い
て
、
大
蛇
も
ク
ッ
ク

も
〈
経
験
的
な
歴
史
へ
の
真
摯
さ
（experien

tialh
istoricaltru

th
fu

ln
ess

）〉
の
う
ち
に
あ
る
。
こ
の
〈
経
験
的
に
真
摯
〉
で
あ
る
と
い
う
特

徴
こ
そ
が
、
グ
リ
ン
ジ
の
「
危
険
な
歴
史
」
が
、

ｄ

注
6ホロ

コ
ー
ス
ト
否
定
論
者
が
営
む
「
間
違
っ
た
歴
史
」
と
根
本
的
に
異
な
る

点
で
あ
る
。（

③

）
と
い
う
の
も
、
歴
史
修
正
主
義
者
の
多
く
が
、〈
真
摯
さ
〉
を
通
じ
た
多
元
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
は
お
ら
ず
、

む
し
ろ
自
分
た
ち
の
〈
歴
史
的
真
実
（
虚
構
）〉
を
排
除
的
に

に

化
し
よ
う
と
す
る
注
7コロ

ニ
ア
ル
な
欲
望
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
グ
リ
ン
ジ
の
歴
史
物
語
り
は
、
あ
く
ま
で
も
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
に
お
い
て
歴
史
の
多
元
性
と
共
奏
を
基
礎
に
営
ま
れ
、
相
互
的
交
渉
関

係
の
な
か
で
立
ち
現
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。〈
歴
史
的
真
実
〉
は
、
し
ば
し
ば
ヘ
イＤ
サ
的
で
排
他
的
に
な
る
。
し
か
し
〈
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉
は
、

他
者
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
。

双
方
向
的
な乙
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
、
あ
る
い
は
多
元
的
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
グ
リ
ン
ジ
の
長
老
ミ
ッ
ク
・
ラ
ン
ギ
ア
リ
は
、

私
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
そ
う
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
や
り
方
と
白
人
の
や
り
方
を
両
方
学
ぶ
べ
き
だ
。
世
界
の
ど
こ
か
ら
き
た
者
で
あ
っ
て
も
、
共
に
暮
ら
し
、
共
に
働

8
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�
�

�
�

�
�

一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

さ
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
自
問
す
べ
き
は
、
な
ぜ
我
々
は
、
注
1キャ

プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
のＡ
シ
ン
リ
ャ
ク
や
注
2大蛇

に
よ
る
洪
水
の
歴
史
を
（
信
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
）
一
定
の
範
囲
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
注
3グリ

ン
ジ
の
歴
史
家
は
、
た
と
え
ば

「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
月
に
出
か
け
て
い
っ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
グ

リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
に
や
っ
て
き
て
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
撃
ち
殺
し
た
」
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
歴
史
学
者
は
い
か
な
る
意
味
で
も
前
者
の
語
り
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
経
験
的
に
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
〈
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉
と
し
て
接
続
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
余
地
が
見
あ
た
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
注
4ロー

ズ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
後
者
の
語
り
は
、
歴
史
学
者
が
理
解
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
民
地
史
と
の
あ
い
だ

で
関�

係�

を�

取�

り�

む�

す�

ぶ�

こ
と
が
で
き
る
。
学
術
的
歴
史
実
践
に
お
け
る
〈
真
摯
さ
〉
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ン
リ
ャ
ク
は
起
こ
り
、
ア

ボ
リ
ジ
ニ
は
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ａ

、
大
蛇
が
洪
水
を
起
こ
し
た
と
い
う
歴
史
は
、

い

的
世
界
が
我
々
の
〈
生

活
世
界
〉
に
お
い
て
異
質
で
な
い
と
い
う
意
味
で
無
関
係
と
は
い
え
な
い
。Ｂ
カ
ン
ゲ
ン
す
る
と
、Ⅰ「
よ
い
歴
史
」
と
「
危
険
な
歴
史
」
と
の
あ
い
だ

へ
だ

に
は
、「
乗
り
こ
え
が
た
い
距
た
り
」
つ
ま
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
グ
リ
ン
ジ
の
語
る
物
語
り
に
〈
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

ｂ

グ
リ
ン
ジ
の
語
る
歴
史
が
経
験
的
（experien

tial

）
に
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
か
ら
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
？
（

①

）

「
歴
史
的
事
実
（h

istoricaltru
th

）」
と
の
対
比
で
「
歴
史
へ
の
真
摯
さ
（h

istoricaltru
th

fu
ln

ess

）」
へ
の
注
目
・
シ
フ
ト
を
訴
え
て
い
る

の
は
、
注
5テッ

サ
・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
は
、
歴
史
的
真
実
は
一
般
に
歴
史
家
が
接
近
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
な

「
外
的
な
」
客
観
的
存
在
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、Ⅱ
こ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
錯
覚
が
生
ま
れ
る
の
は
、
歴

史
的
真
実
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
的
真
実
が
ム
ジ
ンＣ
ゾ
ウ
に
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
歴
史
へ
の
真
摯
さ
は
、
歴
史

Ｄ
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問
十
二

線
部
7
「
思
へ
ば
け
ふ
の
袖
も
か
わ
か
ず
」
に
つ
い
て
、
今
日
の
袖
が
乾
か
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①

び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
共
に
桜
を
眺
め
た
友
を
思
い
出
し
て
涙
を
流
す
か
ら
。

②

ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
私
を
心
配
し
て
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
が
今
日
は
い
な
い
の
が
つ
ら
い
の
で
。

③

む
か
し
共
に
衣
を
濡
ら
し
た
よ
う
に
今
日
の
桜
狩
で
も
雨
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
。

④

以
前
の
桜
狩
で
濡
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
今
で
も
着
物
に
湿
り
気
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
。

⑤

二
人
で
共
に
眺
め
た
桜
花
の
見
事
さ
を
思
う
に
つ
け
今
で
も
涙
が
出
る
ほ
ど
に
感
動
す
る
の
で
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

7
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159

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

�

く
べ
き
だ
。
こ
れ
は
と
て
も
困
難
で
は
あ
る
。
で
も
少
し
ず
つ
、
お
互
い
を
理
解
し
あ
っ
て
ゆ
け
ば
い
い
」。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の
ミ
ッ
ク
・
ラ
ン
ギ
ア
リ
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で
真
摯
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
は
、「
危
険
な
歴
史
」
が
突
き
つ
け
る
〈
経
験
的
な
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉
と
交
渉
関
係
に
は
い
る
べ
き
で
あ
る
。

（

④

）
も
ち
ろ
ん
、
注
8チャ

ク
ラ
バ
ル
テ
ィ
の
企
て
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
注
9クロ

ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
ま
た
、
西

洋
出
自
の
〈
普
遍
的
〉
歴
史
学
を
否
定
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
私
が
強
調
し
た
い
の
は
、
歴
史
学
者
は
、
こ
の
〈
普
遍
性
＝
西

洋
近
代
〉
に
あ
ま
り
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
た
ふ
り
を
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。（

⑤

）
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
の
〈
普
遍
的
〉
歴
史
学
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
が
た
め
に
遭
遇
す
る
「
歴
史
の
限
界
」
を
イ
ンＥ
ペ
イ
せ
ず
、
そ
れ
を
あ�

か�

ら�

さ�

ま�

に
記
述

す
る
こ
と
が
ま
ず
も
っ
て
重
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、「
永
続
的
緊
張
関
係
に
あ
る
、
互
い
に

ほ

す
る
二
つ
の
視
座
の

対
話
」
な
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
対
話
を
思
索
的
に
営
む
の
が
チ
ャ
ク
ラ
バ
ル
テ
ィ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
化
」
論
で
あ
り
、
こ
れ
を
注
10エス
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
行
う
の
が
注
11デニ
ン
グ
の
「
歴
史
の
詩
学
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
企
て
は
、
こ
の

両
者
の
交
錯
点
に
立
ち
、「
危
険
な
歴
史
」
を
め
ぐ
る丙
位
相
を
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
叙
述
し
つ
つ
〈
経
験
的
な
歴
史
へ
の
真
摯
さ
〉
を
つ
う
じ

た
多
元
的
歴
史
時
空
の
接
続
可
能
性

ギ
ャ
ッ
プ
ご
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ど
こ
ま
で
も
粘
り
強
くＦ
モ
サ
ク
し
つ
づ
け
る
営
み
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

注
12フー
コ
ー
は

ｅ

、「
最
も
あ
て
に
な
ら
な
い
所
」
に
権
力
作
用
を
探
し
求
め
た
。
こ
う
し
た
権
力
作
用
が
可
視
化
さ
れ
た
現
在
、

す
べ

我
々
はⅢ
「
最
も
あ
て
に
な
ら
な
い
所
」
か
ら
立
ち
現
れ
る
歴
史
と
対
話
す
る
術
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ほ
か
り
み
の
る

（
保
苅
実
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
実
践
』
に
よ
る
）
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問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

7

、

ｂ

が

8

、

ｃ

が

9

、

ｄ

が

10

、

ｅ

が

11

。

①

つ
ま
り

②

ひ
と
え
に

③

か
つ
て

④

し
か
し

⑤

た
と
え
ば

⑥

同
様
に

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

12

、

ろ

が

13

、

は

が

14

、

に

が

15

、

ほ

が

16

。

い
〔

①

東
洋

②

人
工
物

③

超
自
然

④

世
俗

⑤

封
建

〕

ろ
〔

①

主
張

②

批
判

③

理
解

④

重
点

⑤

意
味

〕

は
〔

①

経
験

②

言
説

③

事
実

④

理
想

⑤

対
話

〕

に
〔

①

先
鋭

②

本
質

③

普
遍

④

条
文

⑤

希
薄

〕

ほ
〔

①

矛
盾

②

交
錯

③

影
響

④

融
合

⑤

批
判

〕

8
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�
��
�

�
�

�
�

�

�
�

�

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

シ
ン
リ
ャ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

Ｉ
Ｔ
業
界
で
ヤ
ク
シ
ン
す
る
。

②

シ
ン
サ
ン
を
な
め
る
結
果
に
な
っ
た
。

③

シ
ン
チ
ョ
ウ
な
性
格
で
あ
る
。

④

作
家
の
日
記
や
シ
シ
ン
を
公
開
す
る
。

⑤

領
海
を
シ
ン
パ
ン
す
る
。

Ｂ

2

カ
ン
ゲ
ン

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

カ
ン
ゲ
ン
楽
団
所
属
。

②

カ
ン
コ
ツ
奪
胎
。

③

利
益
を
カ
ン
ゲ
ン
す
る
。

④

カ
ン
ア
ン
し
て
判
断
す
る
。

⑤

注
意
を
カ
ン
キ
す
る
。

Ｃ

3

ム
ジ
ン
ゾ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

家
畜
の
ゾ
ウ
モ
ツ
を
売
買
す
る
。

②

ゾ
ウ
ワ
イ
の
罪
に
問
わ
れ
る
。

③

趣
味
で
車
を
カ
イ
ゾ
ウ
す
る
。

④

写
真
を
ゲ
ン
ゾ
ウ
に
出
す
。

ぼ
さ
つ

⑤

ジ
ゾ
ウ
菩
薩
へ
の
お
供
え
物
。

Ｄ

4

ヘ
イ
サ

�����������

��

�

�

�

①

不
幸
が
レ
ン
サ
す
る
。

②

法
人
の
カ
ン
サ
担
当
。

③

サ
ラ
双
樹
の
花
の
色
。

④

解
任
を
シ
サ
す
る
。

⑤

別
の
部
署
へ
の
サ
セ
ン
。

Ｅ

5

イ
ン
ペ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

シ
ャ
へ
イ
物
の
な
い
交
差
点
。

②

食
品
を
ミ
ッ
ペ
イ
し
て
保
存
す
る
。

③

カ
へ
イ
経
済
の
衰
退
が
は
じ
ま
る
。

④

神
社
で
ヘ
イ
ユ
を
祈
願
す
る
。

⑤

ゲ
ッ
ペ
イ
を
食
べ
る
文
化
。

Ｆ

6

モ
サ
ク

�����������

�

�

���

①

フ
ク
モ
の
期
間
。

②

水
草
が
ハ
ン
モ
す
る
。

③

モ
シ
オ
を
か
け
て
食
べ
る
。

④

モ
ヨ
リ
駅
ま
で
徒
歩
三
分
。

⑤

モ
ハ
ン
的
な
行
動
。
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注
1

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
＝
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
（
一
七
二
八
年
〜
一
七
七
九
年
）。
一
七
七
〇
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
海
岸
に
到
達

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
海
洋
探
検
家
。

注
2

大
蛇
に
よ
る
洪
水
の
歴
史
＝
一
九
二
四
年
に
グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
で
起
こ
っ
た
洪
水
。
洪
水
の
原
因
に
つ
い
て
、
グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン

つ
か
さ
ど

ト
リ
ー
で
は
、
長
老
の
一
人
が
水
を
司
る
大
蛇
に
降
雨
を
依
頼
し
た
た
め
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

注
3

グ
リ
ン
ジ
＝
ア
ボ
リ
ジ
ニ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
周
辺
の
島
々
の
先
住
民
族
）
の
社
会
を
構
成
す
る
約
六
〇
〇
の
言
語
グ
ル
ー
プ
の

一
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
グ
ル
ー
プ
に
は
、
経
済
的
・
社
会
的
・
霊
的
に
結
び
つ
い
た
土
地
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
カ
ン
ト
リ
ー
」
と
呼
ぶ
。

注
4

ロ
ー
ズ
＝
デ
ボ
ラ
・
バ
ー
ド
・
ロ
ー
ズ
（
一
九
四
六
年
〜
二
〇
一
八
年
）。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
人
類
学
者
。

注
5

テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
学
者
（
一
九
五
一
年
〜
）。

さ
つ
り
く

注
6

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
＝
ナ
チ
ス
政
権
と
そ
の
協
力
者
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
お
よ
び
殺
戮
。

注
7

コ
ロ
ニ
ア
ル
＝
「
植
民
地
的
」
と
い
う
意
味
。
空
間
的
な
ら
び
に
精
神
的
な
概
念
。

注
8

チ
ャ
ク
ラ
バ
ル
テ
ィ
＝
デ
ィ
ペ
シ
ュ
・
チ
ャ
ク
ラ
バ
ル
テ
ィ
（
一
九
四
八
年
〜
）。
イ
ン
ド
の
歴
史
学
者
、
哲
学
者
。

注
9

ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
＝
歴
史
そ
の
も
の
を
見
直
そ
う
と
い
う
、
著
者
で
あ
る
保
苅
実
の
試
み
。

注
10

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
＝
文
化
人
類
学
の
調
査
方
法
で
、
異
文
化
の
中
に
入
り
込
ん
で
行
動
観
察
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
。

注
11

デ
ニ
ン
グ
＝
グ
レ
ッ
グ
・
デ
ニ
ン
グ
（
一
九
三
一
年
〜
二
〇
〇
八
年
）。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
学
者
。

注
12

フ
ー
コ
ー
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
一
九
二
六
年
〜
一
九
八
四
年
）。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
作
家
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
八

線
部
Ⅲ
「「
最
も
あ
て
に
な
ら
な
い
所
」
か
ら
立
ち
現
れ
る
歴
史
と
対
話
す
る
術
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

①

グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
歴
史
実
践
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
の
方
法
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
無
視
す
る

こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
歴
史
実
践
に
も
と
づ
い
て
新
た
な
歴
史
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②

グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
で
紡
ぎ
出
さ
れ
る
歴
史
の
よ
う
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
と
異
な
る
場
所
で
営
ま
れ
る
歴
史
実
践
を
排
除

せ
ず
に
取
り
上
げ
、
他
者
と
の
共
感
の
幅
を
ど
こ
ま
で
拡
張
可
能
か
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

③

歴
史
資
料
を
客
観
的
に
分
析
し
て
導
き
出
さ
れ
た
歴
史
的
真
実
に
も
と
づ
い
て
真
摯
に
歴
史
を
構
築
し
、
そ
の
中
に
グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト

リ
ー
の
歴
史
実
践
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
対
話
の
前
提
を
共
有
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

④

歴
史
的
真
実
は
無
限
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
個
々
人
の
思
想
に
適
し
た
も
の
だ
け
を
真
実
と
し
て
選
択
し
、
積
極
的
に
歴
史
を
書
き
換

え
る
こ
と
で
、
お
互
い
が
納
得
す
る
歴
史
を
真
摯
に
作
り
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
も
白
人
の
歴
史
も
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
の
歴
史
で
あ
る
が
、
そ
の
相
違
を
理
解
し
た
上
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学

の
方
法
論
に
も
と
づ
い
て
新
た
な
歴
史
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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問
七

線
部
Ⅱ
「
こ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
の
こ
の
見
解
を
ふ
ま
え
た
上
で
問�

題�

文�

の�

筆�

者�

が�

主�

張�

し�

て�

い�

る�

の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

22

。

①

歴
史
家
た
ち
は
、
グ
リ
ン
ジ
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
歴
史
実
践
は
近
代
実
証
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
歴
史
的
真
実
で
は
な
い
と
し
、
あ
り
得

な
い
無
数
の
も
の
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

②

歴
史
家
た
ち
が
客
観
的
に
解
釈
さ
れ
た
唯
一
無
二
な
る
歴
史
的
真
実
を
追
い
求
め
、
様
々
な
考
察
を
無
数
に
繰
り
返
し
て
き
た
結
果
、
真

実
が
曖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

③

歴
史
的
真
実
に
向
き
合
う
態
度
は
無
数
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
西
洋
近
代
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
歴
史
学
に
も
と
づ
く
方
法
論
の
み
に
限

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

④

歴
史
と
は
あ
く
ま
で
も
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
歴
史
資
料
や
経
験
に
も
と
づ
か
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
無
数
の
妄
想
や
空
想
と
同

じ
類
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

⑤

過
去
の
無
数
の
出
来
事
の
中
か
ら
何
を
選
択
し
て
歴
史
的
事
実
と
し
て
記
述
す
る
か
は
、
歴
史
家
自
身
の
選
択
に
依
拠
す
る
主
観
的
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

8

念
校
紙―26―

9

Ｄ

２３２２０８Ｊ Page 9 2022.12.12 17.15.22

２３２２０８Ｊ_9

問
五

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
（

①

）
〜
（

⑤

）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

だ
が
、
こ
う
し
た
歴
史
学
が
一
九
世
紀
西
洋
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
以
上
、
も
は
や
そ
こ
に
安
住
す
る
わ
け

に
も
い
く
ま
い
。

問
六

線
部
Ⅰ
「「
よ
い
歴
史
」
と
「
危
険
な
歴
史
」」
と
あ
り
ま
す
が
、
問
題
文
の
筆
者
が
意
図
す
る
「
よ
い
歴
史
」
ま
た
は
「
危
険
な
歴

史
」
の
具
体
例
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
月
に
出
か
け
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
と
い
う
歴
史
は
、「
危
険
な
歴
史
」
で
あ
る
。

②

大
蛇
が
洪
水
を
起
こ
し
た
と
い
う
歴
史
は
、「
危
険
な
歴
史
」
で
あ
る
。

③

ド
イ
ツ
に
お
い
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
は
、「
よ
い
歴
史
」
で
あ
る
。

④

歴
史
学
者
が
理
解
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
民
地
史
は
、「
危
険
な
歴
史
」
で
あ
る
。

⑤

西
洋
出
自
の
〈
普
遍
的
〉
歴
史
学
に
よ
る
歴
史
記
述
は
、「
危
険
な
歴
史
」
で
あ
る
。
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問
四

線
部
甲
「
実
証
主
義
」、
乙
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」、
丙
「
位
相
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
甲
が

17

、
乙
が

18

、
丙
が

19

。

甲
「
実
証
主
義
」

�����������

①

観
念
や
精
神
の
根
底
に
は
物
質
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
重
視
す
る
立
場
。

②

歴
史
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
が
ら
の
み
が
事
実
だ
と
す
る
立
場
。

③

人
間
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
。

け
い
じ
じ
ょ
う

④

経
験
的
事
実
の
み
に
も
と
づ
き
、
超
越
的
存
在
や
形
而
上
的
推
論
を
認
め
な
い
立
場
。

⑤

結
果
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
行
為
の
妥
当
性
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
。

乙
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」

�����������

①

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
。

②

効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
実
現
す
る
こ
と
。

③

ノ
イ
ズ
や
ひ
ず
み
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
。

④

お
互
い
が
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
。

⑤

異
種
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。

丙
「
位
相
」

�����������

①

全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
あ
る
局
面
で
の
姿
。

②

様
々
な
特
徴
の
中
か
ら
選
択
し
た
も
の
。

③

変
化
し
続
け
る
中
で
も
変
わ
ら
な
い
本
質
。

④

あ
る
特
定
の
行
動
が
相
手
に
与
え
る
心
象
。

⑤

多
種
多
様
な
も
の
が
織
り
な
す
重
層
的
な
あ
り
方
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

二
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

24

〜

44

。
な
お
中
略
し
た
部
分
で
は
、
太
子
が
、
国
を
出
て
流
離
す

る
う
ち
に
偶
然
、
父
大
王
の
宮
城
に
た
ど
り
着
き
、
象
の
飼
育
舎
で
宿
を
借
り
て
夜
に
琴
を
弾
く
と
、
音
色
が
高
楼
に
い
た
大
王
に
聞
こ
え
て
、
弾

き
手
を
尋
ね
る
使
者
が
飼
育
舎
を
訪
れ
た
の
で
、
自
分
は
宣
旨
に
よ
っ
て
盲
目
に
な
り
、
や
つ
れ
て
流
離
す
る
身
で
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
す
。

て
ん
ぢ
く

あ
い
く

く

な

ら

今
は
昔
、
天
竺
に注
1

阿
育
王
と
申
す
大
王Ａ
お
は
し
け
り
。
一
人
の
太
子
あ
り
。
拘
拏
羅
と
い
ふ
。
形
貌
端
正
に
し
て
、
心
性
正
直
な
り
。
す
べ
て

ち
よ
う

た
ま

さ
き

き
さ
き

ま
ま
は
は

よ
ろ
づ
の
事
、
人
に
す
ぐ
れ
た
り
。
し
か
れ
ば
、
父
の
大
王
、
寵
愛
し
給
ふ
事
、
限
り
無
し
。
こ
の
太
子
は
前
の
后
の
子
な
り
。
今
の
后
は
継
母

お
こ

に
て

イ

あ
り
け
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
太
子
の
あ
り
様
を
后
見
て
、
愛
欲
の
心
を
発
し
て
、

Ａ

他
の
事
無
し
。
こ
の

た
い
し
ら
し
や

后
の
名
を
ば
帝
尸
羅
叉
と
い
ふ
。

な
げ

ひ
ま

后
、
こ
の
事
を
思
ひ
歎
く
に
堪
へ
ず
し
て
、
つ
ひ
に
人
無
き
隙
を
計
り
て
、
太
子
の
ま
し
ま
す
所
に
ひ
そ
か
に
寄
り
て
、
太
子
に
取
り
か
か
り
て
、

た
ち
ま

あ
た

忽
ち
に
懐
抱
せ
む
と
す
。
太
子
、
そ
の
心
無
く
し
て
、
驚
き
て
逃
げ
去
り
ぬ
。
后
、
大
き
に
怨
を
成
し
て
、
静
か
な
る
隙
を
計
り
て
大
王
に
申
さ
く
、

い
ま
し

「
こ
の
太
子

ロ

我

ハ

思
ひ
懸
け
た
る
な
り
。
大
王
、
速
か
に
そ
の
心
を
得
給
ひ
て
、
太
子
を
誡
め
給
ふａ
べ
し
」
と
。

ざ
ん

大
王
、
こ
の
事
を
聞
き
て
、「
こ
れ
、
定
め
て
后
の
讒
謀
な
ら
む
」
と
思
ふ
。

な
む
ぢ

あ

大
王
、
ひ
そ
か
に
太
子
を
呼
び
て
、
の
た
ま
は
く
、「
汝
、
同
じ
宮
に
あ
ら
ば
、
お
の
づ
か
ら
悪
し
き
事
、
あ
り
ぬｂ
べ
し
。
一
つ
の
国
を
汝
に
与

し
た
が

へ
む
。
そ
の
所
に
行
き
て
住
し
て
、
我
が
宣
旨
に
随
ふ
べ
し
。
た
と
ひ
宣
旨
あ
り
と
い
ふ

ニ

、
我
が
注
2歯印

無
く
は
、1
用
ゐ
る
べ
か

と
く
し
や
し
ら
こ
く

ら
ず
」
と
い
ひ
て
、
徳
叉
尸
羅
国
と
い
ふ
遠
き
所
に
送
り
給
ひ
つ
。

の

太
子
、
そ
の
国
に
住
し
て
あ
る
ほ
ど
に
、
継
母
の
后
、
こ
の
事
を
思
ふ
に
、2
な
ほ
極
め
て
安
か
ら
ず
思
ひ
て
構
ふ
る
や
う
、
大
王
に
酒
を
よ
く
呑

ゑ

ふ

ま
し
め
て
、
極
め
て
酔
ひ
て
臥
し
給
へ
る
間
に
、

Ｂ

こ
の
歯
印
を
指
し
取
り
つ
。
そ
の
後
、
太
子
の
住
し
給
ふ
徳
叉
尸
羅
国
へ
、

ま
な
こ

く
じ

つ
か
ひ

た
ば
か
り
て
宣
旨
を
下
す
や
う
、「

Ｃ

太
子
の
二
つ
の
眼
を
抉
り
捨
て
、
太
子
を
国
の
境
の
外
に
追
却
す
べ
し
」
と
使
を
差
し
て
下

し
つ
。
使
、
か
の
国
に
行
き
着
き
て
、
宣
旨
を
与
ふ
。
太
子
、
こ
の
宣
旨
を
見
給
ふ
に
、「
我
が
二
つ
の
眼
を
抉
り
捨
て
、
我
を
追
ふ
べ
し
」
と
あ

り
。

Ｄ

大
王
の
歯
印
あ
れ
ば
、
疑
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
歎
き
悲
し
む
心
深
し
と
い
へ

ホ

、「
我
、
父
の
宣
旨
を
背
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問
二

Ａ

〜

Ｅ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

Ａ

が

29

、

Ｂ

が

30

、

Ｃ

が

31

、

Ｄ

が

32

、

Ｅ

が

33

。

①

あ
ら
は
に

②

さ
ら
に

③

速
や
か
に

④

つ
ひ
に

⑤

ひ
そ
か
に

問
三

線
部
ａ
〜
ｃ
の
助
動
詞
「
べ
し
」
の
文
法
的
意
味
の
組
み
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34

。

①

ａ
命
令
・
ｂ
当
然
・
ｃ
可
能

②

ａ
推
量
・
ｂ
推
量
・
ｃ
意
志

③

ａ
当
然
・
ｂ
推
量
・
ｃ
意
志

④

ａ
当
然
・
ｂ
推
量
・
ｃ
当
然

⑤

ａ
命
令
・
ｂ
当
然
・
ｃ
意
志

⑥

ａ
命
令
・
ｂ
当
然
・
ｃ
推
量

問
四

線
部
Ａ
〜
Ｄ
の
敬
語
は
誰
か
ら
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
Ａ
が

35

、
Ｂ
が

36

、
Ｃ
が

37

、

Ｄ
が

38

。

①

語
り
手
か
ら
大
王

②

語
り
手
か
ら
后

③

語
り
手
か
ら
太
子

④

語
り
手
か
ら
羅
漢

⑤

羅
漢
か
ら
大
王

⑥

大
王
か
ら
羅
漢

⑦

太
子
か
ら
大
王

⑧

大
王
か
ら
太
子
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（『
今
昔
物
語
集
』
に
よ
る
）

注
1

阿
育
王
＝
古
代
イ
ン
ド
の
王
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
。
治
世
は
、
紀
元
前
二
六
八
年
か
ら
二
三
二
年
ま
で
。
仏
教
を
保
護
し
た
。

注
2

歯
印
＝
文
書
が
本
物
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
な
る
歯
形
。

注
3

旃
荼
羅
＝
古
代
イ
ン
ド
の
最
下
層
民
。
人
名
で
は
な
い
。

注
4

つ
み
せ
む
＝
処
罰
し
よ
う
。「
つ
み
す
」
は
罰
す
る
、
罰
を
与
え
る
。

注
5

菩
提
樹
の
寺
＝
菩
提
樹
の
木
が
茂
っ
て
い
る
寺
院
。

注
6

羅
漢
＝
「
阿
羅
漢
」
の
略
。
仏
教
の
修
行
に
よ
っ
て
最
高
の
境
地
に
到
達
し
た
聖
者
。

注
7

三
明
六
通
＝
阿
羅
漢
な
ど
が
身
に
付
け
て
い
る
超
能
力
の
総
称
。

注
8

十
二
因
縁
＝
無
明
（
無
知
）
以
下
、
人
間
の
苦
悩
の
根
元
と
な
る
十
二
の
条
件
。
そ
れ
ら
を
断
つ
こ
と
で
苦
悩
が
消
滅
す
る
。

注
9

諸
仏
の
至
れ
る
理
＝
も
ろ
も
ろ
の
仏
が
到
達
し
た
究
極
最
高
の
真
理
。
前
出
の
「
妙
法
」
も
、
ほ
ぼ
同
じ
意
。

ご
び
ゅ
う

注
10

紕
繆
＝
誤
り
。
誤
謬
。

注
11

率
堵
婆
＝
仏
塔
。
多
く
は
釈
迦
の
遺
骨
を
納
め
る
が
、
他
に
仏
跡
・
霊
場
の
指
標
と
し
て
も
建
て
ら
れ
た
。「
卒
塔
婆
」
と
も
書
く
。

注
12

十
丈
＝
一
丈
は
約
三
メ
ー
ト
ル
。

問
一

イ

〜

ホ

に
入
る
助
詞
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

イ

が

24

、

ロ

が

25

、

ハ

が

26

、

ニ

が

27

、

ホ

が

28

。

①

か

②

は

③

ぞ

④

こ
そ

⑤

を

⑥

ば

⑦

ど
も

⑧

と
も
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せ
ん
だ
ら

な

じ
や
う

く
べ
か
ら
ず
」
と
い
ひ
て
、
忽
ち
に
注
3

旃
荼
羅
を
召
し
て
、
哭
く
哭
く
二
つ
の
眼
を
抉
り
捨
て
つ
。
そ
の
間
、
城
の
内
の
人
、
皆
こ
れ
を
見
て
、
悲

し
び
哭
か
ざ
る
者
無
し
。

（
中
略
）

ま
ど

う

使
、
驚
き
て
急
ぎ
か
へ
り
参
り
て
、
こ
の
由
を
申
す
。
大
王
、
こ
れ
を
聞
き
給
ひ
て
、
肝
迷
ひ
心
失
せ
て
、
盲
人
を
召
し
て
事
の
あ
り
様
を
問
ひ

か
み

く
だ
り

ひ
と
へ

給
ふ
に
、
上
の
件
の
事
を
申
す
。
大
王
、
こ
れ
偏
に
継
母
の
后
の
所
為
な
り
と
知
り
て
、
忽
ち
に
后
を
注
4つみ

せ
む
と
す
る
に
、
太
子
、
ね
ん
ご
ろ
に

と
ど

制
止
し
て
、
そ
の
罰
を
申
し
止
めＢ
給
ふ
。

ぼ
だ
い
じ
ゆ

く
し
や

大
王
、
哭
き
悲
し
ん
で
、
注
5
菩
提
樹
の
寺
に
一
人
の
注
6羅漢

ま
し
ま
す
。
名
を
ば
窶
沙
大
羅
漢
と
申
す
。
そ
の
人
、
注
7三明

六
通
明
ら
か
に
し
て
、
人
を

や
く

し
や
う

し
や
う
に
ん

も
つ

利
益
す
る
事
、
仏
の
ご
と
し
。
大
王
、
こ
の
羅
漢
を
請
じ
て
、Ｃ
申
し
給
は
く
、「
願
は
く
は
聖
人
、
慈
悲
を
以
て
我
が
子
の
拘
拏
羅
太
子
の
眼
を
も

こ
と
ご
と

と
の
ご
と
く
に
得
し
めＤ
給
へ
」
と
哭
く
哭
く
申
し
給
ふ
に
、
羅
漢
の
の
た
ま
は
く
、「
我
、
妙
法
を
説
くｃ
べ
し
。
国
の
内
の
人
、
悉
く
来
た
り
て
聴

う
つ
は
も
の

く
べ
し
。
人
ご
と
に
一
つ
の
器
を
持
ち
て
、
人
、
法
を
聞
か
む
に
、
貴
び
て
泣
か
む
涙
を
、
そ
の
器
に
受
け
て
、
そ
れ
を
以
て
眼
を
洗
は
ば
、
も

と
の
ご
と
く
に
成
り
な
む
」
と
申
し
給
へ
ば
、
大
王
、
宣
旨
を
下
し
て
、
国
の
人
を
集
む
。
遠
く
近
く
、3
人
、
集
ま
る
事
、
雲
の
ご
と
し
。

そ
の
時
に
、
羅
漢
、
注
8十二

因
縁
の
法
を
説
く
。
こ
の
集
ま
り
た
る
人
、
皆
、
法
を
聞
き
て
貴
び
て
、
泣
か
ず
と
い
ふ
事
無
し
。
そ
の
涙
を
こ
の
器

こ
が
ね

こ
と
わ
り

じ
つ

に
受
け
集
め
て
、
金
の
盤
に
置
き
て
、
羅
漢
、
誓
ひ
て
い
は
く
、「
お
よ
そ
我
が
説
く
所
の
法
は
、
注
9諸仏

の
至
れ
る
理
な
り
。
理
、
も
し
実
な
ら
ず

ひ
び
う

も
ろ
も
ろ

ま
う

し
て
説
く
所
に
注
10
紕
繆
あ
ら
ば
、4
こ
の
事
を
得
じ
。
も
し
実
あ
ら
ば
、
願
は
く
は
こ
の
衆
の
涙
を
以
て
、
か
の
盲
し
た
る
眼
を
洗
は
む
に
、
明
ら
か
な

を
は

い

る
事
を
得
て
、
見
る
事
、
も
と
の
ご
と
く
な
ら
む
」
と
。
こ
の
語
を
発
し
て
、
畢
り
て
涙
を
以
て
眼
を
洗
ふ
に
、
眼
、

Ｅ

出
で
来

か
う
べ

か
た
ぶ

て
、
明
ら
か
な
る
事
を
得
て
、
も
と
の
ご
と
く
な
り
。
そ
の
時
に
、
大
王
、
首
を
低
け
て
羅
漢
を
礼
拝
し
て
喜
び
給
ふ
事
、
限
り
無
し
。
そ
の
後
、

と
が

ゆ
る

う
つ

大
臣
・
百
官
を
召
し
て
、
或
い
は
官
を
退
け
、
或
い
は
過
無
き
を
免
し
、
或
い
は
外
国
へ
遷
し
、
或
い
は
命
を
断
つ
。
か
の
太
子
の
眼
を
抉
り
し
所

そ

と

ば

は
、
徳
叉
尸
羅
国
の
外
、
東
南
の
山
の
北
な
り
。
そ
の
所
に
は
注
11
率
堵
婆
を
立
て
た
り
。
高
さ
注
12十丈
余
な
り
。

そ
の
後
、
国
に
盲
人
あ
れ
ば
、
こ
の
率
堵
婆
に
祈
請
す
る
に
、
皆
明
ら
か
に
成
り
て
、
も
と
の
ご
と
く
な
る
事
を
得
た
り
と
い
へ
り
と
な
む
、
語

り
伝
へ
た
る
と
や
。

8

念
校
紙―23―

12

Ｄ

２３２２０８Ｊ Page 12 2022.12.12 17.15.22

２３２２０８Ｊ_12



156

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

4

42

「
こ
の
事
を
得
じ
」

���������

①

太
子
の
両
眼
は
も
と
に
戻
せ
な
い
だ
ろ
う

②

太
子
の
両
眼
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

③

最
高
の
教
理
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

④

最
高
の
教
理
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う

問
六

問
題
文
の
話
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
ふ�

さ�

わ�

し�

く�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

43

。

①

羅
漢
は
、
最
も
重
要
な
働
き
を
し
た
が
、
そ
の
説
法
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
涙
を
流
し
た
国
民
の
役
割
も
重
要
で
あ
る
。

よ
み
が
え

②

国
王
は
、
羅
漢
に
対
し
深
く
頭
を
下
げ
て
感
謝
し
た
が
、
太
子
の
両
眼
を
蘇
ら
せ
る
前
か
ら
敬
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
。

③

国
王
は
、
太
子
が
盲
目
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
后
以
外
の
人
物
に
も
何
ら
か
の
関
与
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
処
罰
し
た
。

④

后
は
、
継
子
の
こ
と
に
つ
い
て
国
王
に
告
げ
口
を
し
た
り
勝
手
に
宣
旨
を
出
し
た
り
し
た
た
め
に
、
罰
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

う
ら

⑤

太
子
は
、
国
王
に
対
し
て
は
怨
む
気
持
ち
を
一
度
も
抱
か
ず
、
后
に
対
し
て
は
親
と
し
て
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
心
が
無
か
っ
た
。
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国語〔後期 3 / 8 〕 ※国語の問題は176ページから始まります

問
七

次
の
甲
の
ア
〜
オ
の
う
ち
、
問
題
文
の
話
に
関
わ
る
文
学
史
的
説
明
と
し
て
ふ�

さ�

わ�

し�

く�

な�

い�

も
の
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
最
も
適
当
な

も
の
を
、
乙
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

44

。

甲

ア

継
母
が
継
子
を
迫
害
す
る
話
に
お
け
る
継
子
の
性
別
は
、
他
の
作
品
で
も
男
子
に
限
ら
れ
る
。

イ

継
母
が
継
子
を
迫
害
す
る
話
は
、
平
安
時
代
の
物
語
に
も
複
数
見
ら
れ
る
。

ウ
『
今
昔
物
語
集
』
と
同
じ
く
平
安
時
代
に
編
集
さ
れ
た
説
話
集
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
あ
る
。

エ
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
イ
ン
ド
の
ほ
か
に
、
日
本
や
中
国
を
舞
台
と
す
る
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
仏
法
を
説
く
た
め
に
編
集
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。

乙

①

一
つ

②

二
つ

③

三
つ

④

四
つ

⑤

五
つ

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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�
�

問
五

線
部
1
〜
4
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
1
が

39

、
2
が

40

、
3
が

41

、
4
が

42

。

1

39

「
用
ゐ
る
べ
か
ら
ず
」

���������

①

使
用
し
て
は
な
ら
な
い

②

用
意
し
て
は
な
ら
な
い

③

重
用
し
て
は
な
ら
な
い

④

採
用
し
て
は
な
ら
な
い

2

40

「
な
ほ
極
め
て
安
か
ら
ず
思
ひ
て
構
ふ
る
」

���������

①

ま
だ
か
な
り
不
安
定
だ
と
思
っ
て
た
く
ら
ん
だ

②

ま
だ
か
な
り
安
全
で
は
な
い
よ
う
に
思
っ
て
た
く
ら
ん
だ

③

ま
だ
か
な
り
歎
か
わ
し
い
思
い
が
し
て
た
く
ら
ん
だ

④

ま
だ
か
な
り
穏
や
か
な
ら
ぬ
思
い
が
し
て
た
く
ら
ん
だ

3

41

「
人
、
集
ま
る
事
、
雲
の
ご
と
し
」

���������

①

雲
の
よ
う
に
人
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
湧
き
出
た

②

雲
の
よ
う
に
人
が
大
勢
に
な
っ
た

③

雲
の
よ
う
に
人
が
不
定
形
に
な
っ
た

④

雲
の
よ
う
に
人
が
流
動
し
て
い
た

8

念
校
紙―20―

15

Ｄ

２３２２０８Ｊ Page 15 2022.12.12 17.15.22

２３２２０８Ｊ_15


